『源氏物語』正徹本の本文系統 一 : 専修大学図書館所蔵『源氏物語』(為秀筆本)に及ぶ冷泉家の書写経路 by 菅原 郁子
『源
氏
物
語
﹄
正
徹
本
の
本
文
系
統
一
︱
︱
専
修
大
学
図
書
館
所
蔵
﹃
源
氏
物
語
﹄
(為
秀
筆
本
︶
に
及
ぶ
冷
泉
家
の
書
写
経
路
︱
︱
菅
原
郁
子
一
は
じ
め
に
本
稿
は
︑﹃
源
氏
物
語
﹄
正
徹
本
に
つ
い
て
諸
伝
本
と
比
較
検
討
を
行
い
︑﹃
源
氏
物
語
大
成
﹄
の
掲
げ
る
い
わ
ゆ
る
青
表
紙
本
系
統
を
受
け
継
ぐ
本
文
で
あ
る
か
︑
否
か
を
明
ら
か
に
す
る
︒
さ
ら
に
︑
冷
泉
為
秀
筆
と
さ
れ
る
専
修
大
学
図
書
館
所
蔵
﹃
源
氏
物
語
﹄︵
以
下
︑
﹁
専
修
大
本
﹂
と
す
る
︶
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
言
及
し
︑
冷
泉
家
の
書
写
経
路
を
示
唆
す
る
も
の
で
あ
る
︒
﹁
正
徹
本
﹂
と
は
︑﹃
源
氏
物
語
﹄
の
古
写
本
系
統
の
一
種
で
あ
る
︒
名
称
は
︑
室
町
時
代
の
歌
僧
・
正
徹
︵
し
ょ
う
て
つ
︶
に
よ
る
本
奥
書
を
所
持
す
る
こ
と
に
由
来
す
る
︒
正
徹
︻
弘
和
元
・
永
徳
元
︵
一
三
八
一
︶
生
～
長
禄
三
︵
一
四
五
九
︶
没
︼
は
︑
俗
名
を
正
清
︑
法
名
を
正
徹
︑
字
を
清
巌
︑
庵
号
を
招
月
︵
松
月
︶
庵
と
い
う
︒
東
福
寺
の
書
記
で
あ
り
︑﹁
徹
書
記
﹂
と
も
称
す
︒
備
中
国
・
小
田
郡
・
小
田
庄
・
神
戸
山
の
城
主
︑
小
松
上
総
介
康
清
の
次
男
︑
信
清
と
名
付
け
ら
れ
た
︒
応
永
元
︵
一
三
九
四
︶
年
に
出
家
︒
応
永
二
︵
一
三
九
五
︶
年
八
月
︑
十
五
歳
で
歌
会
に
て
冷
泉
為
尹
及
び
今
川
了
俊
に
会
う
︒
永
享
十
二
︵
一
四
四
〇
︶
年
︑﹃
源
氏
物
語
﹄
の
注
釈
書
﹃
一
滴
集
﹄
を
著
す
︒
享
徳
元
︵
一
四
五
二
︶
年
よ
り
四
年
間
︑
足
利
義
政
に
﹃
源
氏
物
語
﹄
を
講
義
し
て
い
る
︒
著
作
に
は
︑
﹃
草
根
集
﹄﹃
な
ぐ
さ
め
草
﹄﹃
正
徹
物
語
﹄
な
ど
が
あ
る(
)
︒
1
正
徹
の
奥
書
を
持
つ
﹃
源
氏
物
語
﹄
は
︑
現
在
以
下
の
八
つ
の
伝
本
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る(
)
︒
2
・
金
子
元
臣
氏
蔵
本
︵
五
十
四
帖
︶
・
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
本
︵
五
十
四
帖
︶
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・
慶
應
義
塾
図
書
館
蔵
本
︵
五
十
四
帖
︶
・
国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
本
︵
五
十
四
帖
︶
・
徳
本
正
俊
氏
旧
蔵
本
︵
五
十
四
帖
︶
・
京
都
女
子
大
学
附
属
図
書
館
吉
沢
文
庫
蔵
本
︵
桐
壺
︶
・
天
理
大
学
附
属
図
書
館
蔵
本
︵
桐
壺
・
早
蕨
・
東
屋
︶
・
大
阪
青
山
短
期
大
学
蔵
本
︵
蜻
蛉
︶
五
十
四
帖
揃
い
本
は
五
つ
あ
り
︑
そ
の
う
ち
金
子
元
臣
氏
蔵
本
は
戦
火
で
焼
失
︑
徳
本
正
俊
氏
旧
蔵
本
は
所
在
不
明
で
現
在
確
認
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
︒
零
本
と
し
て
は
三
つ
あ
り
︑
京
都
女
子
大
学
附
属
図
書
館
吉
沢
文
庫
蔵
本
︵
以
下
︑﹁
京
都
女
子
大
本
﹂
と
す
る
︶
﹁
桐
壺
﹂
一
巻
︑
天
理
大
学
附
属
図
書
館
蔵
本
︵
以
下
︑﹁
天
理
大
本
﹂
と
す
る
︶﹁
桐
壺
﹂﹁
早
蕨
﹂﹁
東
屋
﹂
三
巻
︑
大
阪
青
山
短
期
大
学
蔵
本
︵
以
下
︑﹁
大
阪
青
短
大
本
﹂
と
す
る
︶﹁
蜻
蛉
﹂
一
巻
が
あ
る
︒
た
だ
し
︑
天
理
大
本
は
い
わ
ゆ
る
青
表
紙
本
系
統
の
本
文
に
正
徹
本
を
校
合
し
た
も
の
で
︑
注
釈
書
の
形
式
で
あ
る
︒
本
稿
で
は
︑
国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
本
︵
以
下
︑﹁
国
文
研
本
﹂
と
す
る
︶
を
中
心
に
考
察
を
進
め
る
︒
以
前
に
述
べ
た
国
文
研
本
の
奥
書
に
関
す
る
私
見(
)
を
ふ
ま
え
つ
つ
︑
正
徹
本
の
本
文
系
統
に
つ
い
て
明
ら
か
に
し
た
い
と
考
え
た
た
め
で
あ
る
︒
今
回
は
紙
幅
の
制
約
3
上
︑
全
巻
で
は
な
く
﹁
桐
壺
﹂﹁
花
散
里
﹂
二
巻
を
対
象
と
し
た
︒
一
つ
め
の
理
由
と
し
て
は
︑﹁
桐
壺
﹂
は
冒
頭
の
巻
で
あ
り
︑
現
存
す
る
正
徹
本
の
中
で
最
も
数
が
多
い
巻
で
あ
る
こ
と
︑﹁
花
散
里
﹂
は
定
家
自
筆
本
と
さ
れ
る
尊
経
閣
文
庫
︵
前
田
家
︶
蔵
本
が
あ
り
︑﹃
源
氏
物
語
大
成
﹄
の
底
本
と
な
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
︒
つ
ま
り
︑
こ
の
二
巻
を
検
証
の
対
象
と
す
れ
ば
︑
正
徹
本
の
系
統
の
基
盤
を
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
た
︒
二
つ
め
の
理
由
と
し
て
は
︑
京
都
女
子
大
本
に
興
味
深
い
正
徹
の
書
状
が
収
め
ら
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る(
)
︒
小
川
寿
一
氏
・
稲
田
利
徳
氏
ら
が
す
で
に
指
摘
し(
)
︑
著
書
の
中
で
書
状
の
全
文
を
掲
載
し
て
い
る
の
で
︑
こ
こ
で
は
書
状
の
内
容
は
4
5
全
て
明
示
し
な
い
が
︑
概
略
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
︒
所
蔵
者
京
都
の
宮
崎
半
兵
衛
氏
↓
河
野
信
一
記
念
文
化
館
︵
現
在
の
今
治
市
河
野
美
術
館
︶
判
読
猪
熊
信
男
氏
︵
蜂
須
賀
喜
心
の
子
︒
猪
熊
夏
樹
の
養
子
︒
宮
内
庁
図
書
寮
御
用
掛
︒︶・
小
川
寿
一
氏
・
稲
田
利
徳
氏
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書
誌
縦
二
六
糎
︑
横
七
一
糎
の
横
長
の
懐
紙
︒
掛
け
物
仕
立
︒
内
容
享
徳
元
︵
一
四
五
二
︶
年
八
月
六
日
︑
仏
地
院
︵
園
城
寺
・
三
井
寺
︶
の
坊
主
長
算
に
宛
て
た
書
状
︒
飛
鳥
井
雅
親
2
の
三
度
に
渡
る
依
頼
に
て
︑
公
方
様
︵
足
利
義
政
︶
へ
︑
八
月
十
五
日
よ
り
﹃
源
氏
物
語
﹄
を
講
義
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
︑
三
井
寺
蔵
﹃
源
氏
物
語
﹄
の
写
本
を
拝
借
し
た
い
と
の
依
頼
状
︒
京
都
の
宮
崎
半
兵
衛
が
所
持
し
︑
後
に
河
野
信
一
記
念
文
化
館
に
所
蔵
さ
れ
た
正
徹
の
書
状
で
あ
る
︒
江
戸
書
林
の
和
泉
屋
と
近
江
屋
の
や
り
取
り
の
書
簡
付
き
で
あ
る
︒
三
井
寺
の
長
算
は
︑﹃
草
根
集
﹄
に
も
た
び
た
び
登
場
す
る
正
徹
の
和
歌
仲
間
で
あ
り
︑
正
徹
は
何
度
も
三
井
寺
の
歌
会
に
招
か
れ
て
い
る
︒
三
井
寺
は
紫
式
部
の
父
︑
為
時
が
出
家
し
た
場
所
で
あ
り
︑
紫
式
部
の
異
母
兄
︑
定
暹
が
い
た
場
所
で
も
あ
る
︒
書
状
の
中
で
気
に
な
る
の
は
︑
①
︵
ソ
デ
書
︶﹁
御
本
す
ま
よ
り
花
ち
る
里
よ
り
槿
ま
て
十
帖
借
給
は
は
畏
入
存
候
﹂
②
﹁
桐
壺
よ
り
榊
ま
て
も
又
か
り
と
ち
の
愚
本
を
持
参
可
申
候
﹂
と
い
う
二
カ
所
で
あ
る
︒
②
﹁
桐
壺
﹂
か
ら
﹁
賢
木
﹂
ま
で
は
手
元
に
あ
る
の
で
︑
続
き
の
①
﹁
花
散
里
﹂
か
ら
﹁
朝
顔
﹂
ま
で
の
十
帖
を
貸
し
て
ほ
し
い
と
い
う
の
で
あ
る
︒
①
元
の
手
紙
の
本
文
に
は
﹁
す
ま
よ
り
﹂
と
あ
り
︑
そ
れ
を
﹁
花
ち
る
里
よ
り
﹂
と
訂
正
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
︑
確
実
に
こ
の
巻
か
ら
所
望
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
︒﹃
草
根
集
﹄
に
よ
れ
ば
︑
永
享
四
︵
一
四
三
二
︶
年
四
月
に
正
徹
の
草
庵
は
火
災
に
見
舞
わ
れ
て
い
る
︒
そ
の
際
︑
正
徹
の
手
元
に
あ
っ
た
﹃
源
氏
物
語
﹄
の
一
部
︵﹁
花
散
里
﹂
以
降
の
巻
︶
も
火
災
に
見
舞
わ
れ
て
消
失
し
て
し
ま
っ
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
︒
十
数
年
後
の
嘉
吉
三
︵
一
四
四
三
︶
年
︑
正
徹
本
は
書
き
写
さ
れ
て
い
る
︒
こ
の
こ
と
か
ら
︑
正
徹
本
﹁
桐
壺
﹂
と
﹁
花
散
里
﹂
と
で
は
本
文
の
様
態
に
違
い
が
見
え
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
た
︒
稲
田
氏
も
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
︑﹁
明
日
御
本
給
候
は
は
不
思
議
之
う
り
を
進
之
候
﹂
と
︑
明
日
続
き
の
十
帖
を
貸
し
て
く
れ
た
ら
不
思
議
な
瓜
を
送
る
な
ど
︑
正
徹
の
生
活
や
人
柄
が
か
い
ま
み
え
︑﹃
源
氏
物
語
﹄
に
関
す
る
も
の
と
し
て
も
貴
重
な
書
状
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
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あ
る
︒
よ
っ
て
本
稿
で
は
︑
国
文
研
本
﹁
桐
壺
﹂﹁
花
散
里
﹂
を
中
心
と
し
て
諸
伝
本
と
比
較
検
討
を
行
う
︒
正
徹
本
の
生
成
過
程
に
お
い
て
︑
正
徹
は
冷
泉
家
の
祖
で
あ
る
冷
泉
為
相
の
書
き
写
し
た
本
文
を
被
見
・
校
合
し
て
い
る
︒
こ
れ
は
︑
冷
泉
家
と
懇
意
で
あ
っ
た
和
歌
の
師
匠
︑
今
川
了
俊
の
影
響
が
考
え
ら
れ
る
︒
正
徹
は
為
相
の
孫
で
あ
る
為
尹
に
和
歌
を
学
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
︑
為
相
の
子
で
あ
る
為
秀
の
筆
と
さ
れ
る
専
修
大
本
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
も
考
え
て
み
た
い
︒
冷
泉
家
の
書
写
経
路
に
つ
い
て
言
及
し
つ
つ
︑
正
徹
本
本
文
の
様
相
を
明
ら
か
に
す
る
︒
二
奥
書
か
ら
見
た
正
徹
本
の
前
後
関
係
本
節
で
は
︑
正
徹
本
の
本
文
系
統
を
究
明
す
る
上
で
重
要
な
奥
書
に
つ
い
て
確
認
し
て
お
き
た
い
︒
正
徹
本
の
奥
書
に
関
し
て
は
︑
加
藤
洋
介
氏
︑
久
保
木
秀
夫
氏
の
論
が
あ
る(
)
︒
そ
れ
ら
を
ふ
ま
え
つ
つ
︑
以
下
に
︑
国
文
研
本
﹁
桐
壺
﹂
の
奥
書
を
明
示
す
る(
)
︒
国
文
研
本
6
7
は
︑
全
帖
一
筆
︑
五
十
四
冊
揃
い
本
で
江
戸
初
期
写
︒
縦
二
十
三
・
三
糎
︑
横
十
七
・
二
糎
︒
料
紙
は
鳥
の
子
紙
︑
列
帖
装
︒
表
紙
は
波
千
鳥
文
様
緞
子
︒
保
存
状
態
良
好
で
一
面
十
行
︑
一
行
十
六
文
字
前
後
︑
和
歌
二
字
下
げ
で
あ
る
︒
書
風
は
繊
細
流
麗
︒
朱
点
・
異
本
注
記
が
あ
る
︒
印
記
﹁
見
真
斎
図
書
記
﹂﹁
琴
韻
書
声
裏
是
吾
家
﹂︒﹁
桐
壺
﹂
～
﹁
紅
葉
賀
﹂﹁
葵
﹂﹁
賢
木
﹂
に
奥
書
が
あ
る(
)
︒
こ
れ
は
正
8
徹
自
筆
本
で
は
な
く
︑
転
写
本
で
あ
る
︒
Ａ
以
彼
御
本
一
校
了
︵
ウ
︶﹂
37
此
一
部
写
本
云
以
多
本
読
合
入
落
字
等
直
付
畢
尓
今
可
為
証
本
者
歟
仍
為
後
証
巻
々
加
判
形
不
可
及
外
見
千
松
末
葉
清
岩
正
徹
判
︵
オ
︶
﹂
38
Ｂ
去
正
応
校
本
云
四
年
之
比
此
物
語
一
部
以
家
本
不
違
一
字
所
模
也
於
此
巻
者
舎
兄
慶
融
法
眼
筆
也
可
為
証
本
乎
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通
議
大
夫
藤
為
相
判
︵
ウ
︶﹂
38
Ｃ
以
多
本
雖
校
合
猶
青
表
紙
正
本
定
家
2
本
也
不
審
之
処
為
相
2
正
応
之
比
以
青
表
紙
書
写
之
本
出
来
之
間
加
一
校
之
処
此
本
一
字
不
違
彼
校
本
桐
壺
夢
浮
橋
両
帖
為
相
2
自
筆
之
奥
書
判
形
等
如
此
則
注
別
之
了
尓
今
弥
定
正
本
若
違
此
本
者
非
彼
家
本
不
用
之
者
也
嘉
吉
三
年
初
秋
中
七
日
重
而
書
之
判
︵
オ
︶﹂
39
Ｄ
此
巻
初
当
写
本
云
三
枚
余
同
巻
之
名
招
月
真
筆
也
後
代
為
支
証
申
沙
汰
了
文
安
三
年
六
月
之
比
一
部
談
儀
以
此
本
聴
聞
畢
文
安
三
年
六
月
日
宗
耆
判
︵
ウ
︶﹂
39
【奥
書
Ａ
︼
に
よ
れ
ば
︑
正
徹
本
は
複
数
の
伝
本
を
も
と
に
作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
︒︻
奥
書
Ｂ
︼
に
よ
れ
ば
︑
正
応
四
︵
一
二
九
一
︶
年
頃
︑﹁
家
本
﹂
と
呼
ば
れ
る
﹃
源
氏
物
語
﹄
の
写
本
を
冷
泉
為
相
が
書
き
写
し
た
と
あ
る
︵
為
相
本
︶
︒
家
本
の
﹁
桐
壺
﹂
は
為
相
の
異
母
兄
で
あ
る
慶
融
の
筆
で
あ
る
と
い
う
︒
こ
の
時
︑
為
相
は
﹁
通
議
大
夫
﹂
と
あ
る
︒
﹃
公
2
補
任(
)
﹄
に
よ
れ
ば
︑
為
9
相
が
正
四
位
下
に
叙
さ
れ
る
の
は
永
仁
二
︵
一
二
九
四
︶
年
三
月
二
十
七
日
の
こ
と
で
あ
り
︑
奥
書
が
書
き
写
さ
れ
た
の
は
永
仁
二
年
以
降
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
︒︻
奥
書
Ｃ
︼
に
よ
れ
ば
︑
こ
の
為
相
本
を
正
徹
は
嘉
吉
三
︵
一
四
四
三
︶
年
に
披
見
し
︑
青
表
紙
正
本
︵
定
家
2
本
︶
と
判
断
し
つ
つ
も
︑
青
表
紙
本
で
は
な
い
よ
う
な
不
審
な
箇
所
が
あ
っ
た
と
指
摘
し
て
い
る
︒︻
奥
書
Ｄ
︼
に
よ
れ
ば
︑
桐
壺
巻
の
初
め
三
枚
ほ
ど
は
招
月
︵
正
徹
︶
自
ら
が
書
写
し
︑
文
安
三
︵
一
四
四
六
︶
年
六
月
︑
源
氏
物
語
談
義
の
際
に
こ
の
本
文
が
活
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
︒
国
文
研
本
と
同
じ
く
五
十
四
揃
い
本
で
江
戸
初
期
書
写
と
さ
れ
る
正
徹
本
に
︑
慶
應
義
塾
図
書
館
蔵
本
︵
以
下
︑﹁
慶
應
大
本
﹂
と
す
る
︶
が
あ
る
︒﹁
桐
壺
﹂
の
奥
書
を
比
較
し
て
み
る
と
ほ
ぼ
一
致
す
る
︒
異
な
る
の
は
︑
国
文
研
本
奥
書
Ａ
の
一
行
目
﹁
以
彼
御
本
一
校
了
﹂
の
書
写
位
置
が
丁
の
末
尾
に
あ
る
こ
と
︑
奥
書
Ａ
の
三
行
目
﹁
為
﹂
の
文
字
が
な
い
こ
と
の
み
で
あ
る
︒
そ
れ
に
対
し
て
︑
国
文
研
33 『源氏物語』正徹本の本文系統 一
本
・
慶
應
大
本
と
同
様
に
﹁
桐
壺
﹂
に
奥
書
を
所
持
す
る
京
都
女
子
大
本(
)
に
は
︑
10
去
正
応
四
年
之
比
此
物
語
一
部
以
家
本
不
違
一
字
模
於
所
也
此
巻
者
舎
兄
慶
融
法
眼
筆
也
可
為
証
本
乎
通
議
大
夫
藤
為
相
判
︵
ウ
︶﹂
38
以
多
本
雖
校
合
猶
青
表
紙
正
本
定
家
2
本
也
不
審
之
処
為
相
2
正
応
之
比
以
青
表
紙
書
写
之
本
出
来
之
間
加
一
校
之
処
此
本
一
字
不
違
彼
校
本
桐
壺
夢
浮
橋
両
帖
為
相
2
自
筆
奥
書
判
形
等
如
此
則
注
別
之
了
尓
今
弥
定
正
本
若
違
此
本
者
非
彼
定
家
本
不
用
之
者
也
︵
オ
︶﹂
39
此
一
帖
七
十
九
歳
以
盲
目
染
筆
者
也
長
禄
三
年
四
月
廿
五
日
休
止
叟
正
徹
︵
花
押
︶︵
ウ
︶﹂
39
と
あ
る
︒
奥
書
の
内
容
は
国
文
研
本
奥
書
Ｂ
Ｃ
と
ほ
ぼ
一
致
す
る
が
︑
奥
書
の
書
写
し
た
年
が
異
な
る
の
で
あ
る
︒
国
文
研
本
奥
書
Ｃ
が
﹁
嘉
吉
三
︵
一
四
四
三
︶
年
﹂
と
し
て
い
る
の
に
対
し
て
︑
京
都
女
子
大
本
の
奥
書
は
﹁
長
禄
三
︵
一
四
五
九
︶
年
﹂
と
あ
る
︒
こ
れ
に
つ
い
て
は
す
で
に
加
藤
氏
・
久
保
木
氏
が
︑
お
そ
ら
く
嘉
吉
三
年
に
書
写
し
た
も
の
を
さ
ら
に
長
禄
三
年
に
書
写
し
た
も
の
が
京
都
女
子
大
本
で
は
な
い
か
と
指
摘
し
て
い
る(
)
︒
こ
の
他
天
理
大
本
﹁
桐
壺
﹂
の
奥
書
に
も
﹁
長
禄
三
年
﹂
と
あ
り
︑
京
都
女
子
大
本
と
一
致
す
11
る
︒
さ
ら
に
︑
国
文
研
本
奥
書
Ｃ
の
行
目
に
﹁
家
本
﹂
と
あ
る
が
︑
京
都
女
子
大
本
奥
書
の
同
じ
箇
所
で
は
こ
れ
が
﹁
定
家
本
﹂
と
な
7
っ
て
い
る
︒﹁
定
﹂
が
脱
落
し
た
も
の
か
︑
付
け
加
え
ら
れ
た
も
の
な
の
か
は
定
か
で
は
な
い
が
︑
京
都
女
子
大
本
奥
書
で
は
定
家
2
本
専修国文 第92号 34
で
あ
る
こ
と
が
よ
り
明
確
化
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
︒
以
上
︑
奥
書
か
ら
正
徹
本
を
照
査
し
て
み
る
と
︑
国
文
研
本
は
京
都
女
子
大
本
な
ど
に
比
べ
て
書
写
年
代
が
古
い
こ
と
が
わ
か
る
︒
つ
ま
り
︑
本
文
に
お
い
て
も
国
文
研
本
が
他
本
よ
り
も
古
い
本
文
を
有
し
て
い
る
と
い
う
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
︒
三
正
徹
本
﹁
桐
壺
﹂
の
本
文
比
較
本
節
で
は
︑
正
徹
本
の
本
文
系
統
を
探
る
始
発
と
し
て
︑
国
文
研
本
﹁
桐
壺
﹂
を
検
証
す
る
︒
前
節
で
取
り
上
げ
た
慶
應
大
本
・
京
都
女
子
大
本
の
二
種
を
比
較
対
象
と
す
る
︒
慶
應
大
本
は
国
文
研
本
と
共
通
す
る
﹁
嘉
吉
三
年
﹂﹁
文
安
三
年
﹂
の
奥
書
を
持
ち
︑
京
都
女
子
大
本
は
国
文
研
本
と
は
異
な
る
﹁
長
禄
三
年
﹂
の
奥
書
を
持
つ
本
文
で
あ
る
た
め
︑
こ
の
二
種
を
国
文
研
本
と
対
校
さ
せ
て
み
る
こ
と
と
す
る
︒
国
文
研
本
・
慶
應
大
本
・
京
都
女
子
大
本
の
三
種
の
正
徹
本
を
比
較
検
討
し
た
結
果
︑
異
同
箇
所
三
十
三
カ
所
を
抽
出
し
た(
)
︒
12
そ
こ
で
国
文
研
本
︵
国
徹
︶
を
底
本
と
し
︑
京
都
女
子
大
本
︵
京
徹
︶・
慶
應
大
本
︵
慶
徹
︶
の
二
本
を
明
示
し
た(
)
︒
さ
ら
に
﹃
源
氏
13
物
語
大
成(
)
﹄
の
い
わ
ゆ
る
青
表
紙
諸
本
︻
池
田
本
︵
池
︶・
横
山
本
︵
横
︶・
肖
柏
本
︵
肖
︶・
三
条
西
家
本
︵
三
︶・
大
島
本
︵
大
︶︼
︑
宮
14
内
庁
書
陵
部
蔵
三
条
西
家
本(
)
︵
証
︶
を
掲
げ
︑
比
較
検
討
を
試
み
た
︒﹃
大
成
﹄
の
青
表
紙
諸
本
と
一
致
し
な
い
異
同
箇
所
に
は
︑
河
内
15
本
や
別
本
系
統
の
写
本
群
を
参
考
と
し
て
掲
げ
た
︒
漢
字
と
仮
名
の
表
記
や
仮
名
遣
い
の
差
異
は
省
き
︑
統
合
し
て
示
し
た
︒
︻
︼
国
徹
お
も
ほ
し
て
﹇
ウ
(
)
﹈
1
1
3 16
京
徹
お
も
ほ
し
て
慶
徹
お
もほイ
ほ
し
て
大
成
青
表
紙
﹇
⑥
﹈
5
お
も
ほ
し
て
︵
池
︶︵
横
︶︵
大
︶
お
ほ
ゝ
し
て
︵
肖
︶︵
三
︶︵
証
︶
国
文
研
本
﹁
お
も
ほ
し
て
﹂
は
︵
京
徹
︶︵
慶
徹
︶︵
池
︶︵
横
︶︵
大
︶
と
一
致
し
︑︵
慶
徹
︶
は
﹁
ほ
イ
﹂
と
傍
記
し
︑﹁
お
ほ
ほ
し
35 『源氏物語』正徹本の本文系統 一
て
﹂
と
い
う
異
本
が
あ
る
こ
と
を
明
示
す
る
︒
辞
書
に
よ
る
と(
)
︑
お
も
ほ
す
︻
思
ほ
す
︼
は
︑
動
詞
﹁
お
も
ふ
﹂
の
未
然
形
﹁
お
も
は
﹂
17
に
︑
上
代
の
尊
敬
の
助
動
詞
﹁
す
﹂
の
付
い
た
﹁
お
も
は
す
﹂
の
転
で
あ
る
︒﹁
思
ふ
﹂
の
尊
敬
語
で
あ
り
︑
お
思
い
に
な
る
と
い
う
意
味
で
あ
る
︒
お
ぼ
ほ
す
︻
思
ほ
す
︼
は
︑﹁
お
も
ほ
す
﹂
の
転
で
あ
る
︒
語
義
的
に
は
﹁
お
も
ほ
す
﹂
か
ら
﹁
お
ぼ
ほ
す
﹂
へ
と
の
変
遷
が
あ
る
︒
こ
れ
に
つ
い
て
︑
阿
部
秋
生
氏
は
次
の
よ
う
に
論
じ
て
い
る(
)
︒
18
｢お
ほ
ゝ
し
﹂
は
﹁
お
も
ほ
し
﹂
が
変
化
し
た
語
で
︑
平
安
時
代
に
も
使
わ
れ
て
い
た
と
い
う
辞
書
も
あ
る
が
︑
確
実
な
用
例
は
見
当
た
ら
な
い
よ
う
で
あ
る
︒
肖
柏
本
・
三
条
西
家
本
・
書
陵
部
蔵
実
隆
証
本
・
後
柏
原
院
本
は
い
ず
れ
も
室
町
時
代
の
書
写
の
本
で
︑
本
文
が
崩
れ
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
︒
三
種
の
正
徹
本
は
﹁
お
も
ほ
し
て
﹂
と
あ
り
︑
い
わ
ゆ
る
青
表
紙
諸
本
の
様
相
を
伝
え
て
い
る
と
い
え
る
︒
そ
れ
が
︵
肖
︶︵
三
︶
︵
証
︶
な
ど
へ
と
時
代
が
下
る
に
つ
れ
て
︑﹁
お
ほ
ゝ
し
て
﹂
と
変
化
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
︒
そ
の
変
容
を
︵
慶
徹
︶
は
注
記
で
示
す
︒
こ
う
し
た
﹁
も
﹂
↓
﹁
ほ
﹂
へ
の
変
容
は
次
の
異
同
箇
所
︻
︼︻
︼
に
も
共
通
し
て
み
ら
れ
る
傾
向
で
あ
る
︒
2
3
︻
︼
国
徹
お
も
ほ
し
﹇
オ
﹈
2
3
4
京
徹
お
も
ほ
し
慶
徹
お
ほ
ゝ
し
大
成
青
表
紙
﹇
⑥
﹈
6
お
も
ほ
し
︵
池
︶︵
横
︶
︵
大
︶
お
ほ
ゝ
し
︵
肖
︶︵
三
︶︵
証
︶
国
文
研
本
﹁
お
も
ほ
し
﹂
は
︵
京
徹
︶︵
池
︶︵
横
︶︵
大
︶
と
一
致
し
︑︵
慶
徹
︶
は
︵
肖
︶︵
三
︶︵
証
︶
と
一
致
す
る
︒︵
国
徹
︶︵
京
徹
︶﹁
お
も
ほ
し
﹂
か
ら
︵
慶
徹
︶﹁
お
ほ
ゝ
し
﹂
へ
の
変
遷
が
あ
る
︒
︻
︼
国
徹
お
も
ほ
さ
る
﹇
ウ
﹈
3
6
2
京
徹
お
も
ほ
さ
る
慶
徹
お
ほ
さ
る
大
成
青
表
紙
﹇
⑨
﹈
8
お
も
ほ
さ
る
︵
池
︶︵
横
︶
お
ほ
さ
る
︵
肖
︶︵
三
︶︵
大
︶︵
証
︶
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国
文
研
本
﹁
お
も
ほ
さ
る
﹂
は
︵
京
徹
︶︵
池
︶︵
横
︶
と
一
致
し
︑︵
慶
徹
︶
は
︵
肖
︶︵
三
︶︵
大
︶︵
証
︶
と
一
致
す
る
︒︵
国
徹
︶
︵
京
徹
︶﹁
お
も
ほ
さ
る
﹂
か
ら
︵
慶
徹
︶﹁
お
ほ
さ
る
﹂
へ
の
変
遷
が
あ
る
︒﹁
も
﹂
は
時
代
が
下
る
に
つ
れ
て
﹁
ほ
﹂
へ
と
移
行
し
て
い
る
と
考
え
れ
ば
︑
国
文
研
本
や
京
都
女
子
大
本
の
ほ
う
が
︑
慶
應
大
本
よ
り
も
少
し
古
い
時
代
に
書
き
写
さ
れ
た
本
文
を
有
し
て
い
る
と
推
測
で
き
る
︒
し
か
し
︑
次
の
よ
う
な
異
同
も
あ
る
︒
︻
︼
国
徹
お
ほ
し
た
ら
す
﹇
ウ
﹈
4
8
2
京
徹
お
ほ
し
た
ら
す
慶
徹
お
も
ほ
し
た
ら
す
大
成
青
表
紙
﹇
⑬
﹈
9
お
ほ
し
た
ら
す
︵
池
︶︵
横
︶︵
大
︶
お
も
ほ
し
た
ゝ
す
︵
肖
︶︵
証
︶
お
も
ほ
し
た
ら
す
︵
三
︶
国
文
研
本
﹁
お
ほ
し
た
ら
す
﹂
は
︵
京
徹
︶︵
池
︶︵
横
︶︵
大
︶
と
一
致
し
︑︵
慶
徹
︶
は
︵
三
︶
と
一
致
す
る
︒
異
同
箇
所
︻
︼
～
1
︻
︼
の
﹁
も
﹂
↓
﹁
ほ
﹂
へ
の
変
容
が
︑︻
︼
で
は
﹁
ほ
﹂
↓
﹁
も
﹂
へ
と
逆
転
し
て
い
る
︒
辞
書
に
よ
れ
ば
︑
お
ぼ
す
︻
思
す
︼
3
4
は
︑﹁
お
も
ほ
す
﹂
↓
﹁
お
ぼ
ほ
す
﹂
↓
﹁
お
ぼ
す
﹂
と
転
じ
た
も
の
で
あ
る
︒︻
︼
の
異
同
に
関
し
て
は
︑
語
義
的
な
面
か
ら
見
る
4
と
︑︵
国
徹
︶︵
京
徹
︶
の
方
が
︵
慶
徹
︶
よ
り
時
代
が
下
が
っ
た
表
現
に
な
っ
て
い
る
︒
い
ず
れ
に
し
て
も
︑
書
写
傾
向
と
し
て
は
︵
国
徹
︶︵
京
徹
︶
は
同
じ
で
あ
り
︑︵
慶
徹
︶
は
︵
三
︶
と
同
じ
で
あ
る
と
い
え
る
︒
︻
︼
国
徹
な
に
の
事
の
﹇
オ
﹈
5
2
9
京
徹
な
に
の
こ
と
の
慶
徹
な
に
事
の
大
成
青
表
紙
﹇
⑬
﹈
5
な
に
こ
と
の
︵
池
︶︵
横
︶
︵
肖
︶︵
三
︶︵
大
︶
︵
証
︶
国
文
研
本
﹁
な
に
の
事
の
﹂
は
︵
京
徹
︶
と
一
致
す
る
が
︑﹃
大
成
﹄
の
青
表
紙
諸
本
と
は
一
致
し
な
い
︒︵
慶
徹
︶
は
青
表
紙
諸
本
と
一
致
す
る
︒﹁
な
に
の
事
の
﹂
は
︑
河
内
本
・
別
本
系
統
の
本
文
に
も
見
当
た
ら
な
い
表
現
で
あ
る
︒
単
な
る
誤
写
︑
あ
る
い
は
﹁
な
に
﹂
37 『源氏物語』正徹本の本文系統 一
﹁
事
﹂
の
二
つ
の
言
葉
を
分
離
し
て
考
え
︑
間
に
﹁
の
﹂
を
補
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
︒
傍
記
で
も
な
く
︑
は
っ
き
り
と
本
行
本
文
に
明
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
︑
正
徹
本
の
祖
本
に
﹁
な
に
の
事
の
﹂
と
い
う
本
文
が
あ
っ
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
︒
︻
︼
国
徹
わ
づ
ら
は
しイせ
﹇
ウ
﹈
6
4
9
京
徹
わ
つ
ら
は
せ
慶
徹
わ
つ
ら
は
し
大
成
青
表
紙
﹇
⑧
﹈
7
わ
つ
ら
は
せ
︵
池
︶︵
横
︶︵
肖
︶︵
三
︶︵
大
︶
︵
証
︶
国
文
研
本
﹁
わ
づ
ら
は
し
﹂
は
︵
慶
徹
︶
と
一
致
し
︑﹁
し
﹂
の
傍
記
に
﹁
イ
せ
﹂
と
﹁
わ
づ
ら
は
せ
﹂
と
い
う
異
本
注
記
を
示
す
︒
︵
京
徹
︶
は
﹃
大
成
﹄
の
青
表
紙
諸
本
と
一
致
す
る
︒
文
脈
は
﹁
こ
な
た
か
な
た
心
を
合
は
せ
て
は
し
た
な
め
わ
づ
ら
は
せ
た
ま
ふ
時
も
多
か
り
︒﹂︵﹁
桐
壺
﹂
二
〇
頁(
)
︶
と
あ
る
︒
桐
壺
更
衣
が
他
の
女
御
や
更
衣
た
ち
の
嫉
妬
を
招
き
︑
苦
境
に
追
い
込
ま
れ
る
と
い
う
場
面
19
で
あ
る
︒﹁
わ
づ
ら
は
・
せ
・
た
ま
ふ
︵
四
段
動
詞
・
使
役
の
助
動
詞
・
補
助
動
詞
︶﹂
と
︑
煩
わ
せ
る
主
体
は
女
御
や
更
衣
た
ち
で
あ
り
︑
桐
壺
更
衣
で
は
な
い
︒
文
脈
上
は
﹁
わ
づ
ら
は
せ
﹂
が
妥
当
で
あ
ろ
う
︒
つ
ま
り
︑
初
め
に
﹁
わ
つ
ら
は
せ
﹂
と
い
う
本
文
が
あ
り
︑
後
の
時
代
に
﹁
わ
つ
ら
は
し
﹂
へ
と
変
容
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
︒
仮
に
そ
う
だ
と
す
れ
ば
︑
国
文
研
本
は
﹁
わ
つ
ら
は
し
﹂
と
す
る
本
文
を
採
択
し
た
が
︑﹁
わ
つ
ら
は
せ
﹂
と
い
う
異
本
の
存
在
を
注
記
し
た
と
考
え
ら
れ
る
︒
そ
し
て
︑
国
文
研
本
と
同
様
﹁
わ
つ
ら
は
し
﹂
と
採
択
し
た
の
が
慶
應
大
本
で
あ
り
︑
国
文
研
本
異
本
注
記
の
本
文
﹁
わ
つ
ら
は
せ
﹂
を
採
択
し
た
の
が
京
都
女
子
大
本
と
い
う
こ
と
に
な
る
︒
︻
︼
国
徹
ま
て
﹇
ウ
﹈
7
11
2
京
徹
ま
て
慶
徹
ま
か
て
大
成
青
表
紙
﹇
⑫
﹈
11
ま
て
う
︵
池
︶
ま
て
か
︵
横
︶
ま
か
て
︵
肖
︶︵
三
︶︵
証
︶
ま
て
︵
大
︶
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国
文
研
本
﹁
ま
て
﹂
は
︵
京
徹
︶︵
大
︶
と
一
致
し
︑︵
慶
徹
︶
は
︵
横
︶︵
肖
︶︵
三
︶︵
証
︶
と
一
致
す
る
︒
ま
う
づ
︵
詣
づ
︶
の
連
用
形
﹁
ま
う
で
﹂
の
転
じ
た
も
の
が
﹁
ま
で
﹂
で
あ
り
︑
一
説
に
﹁
ま
う
で
﹂
↓
﹁
ま
ん
で
﹂
↓
﹁
ま
で
﹂
と
も
あ
る
︒
そ
れ
に
﹁
ま
か
づ
︵
罷
づ
︶﹂
が
混
在
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
︒
い
ず
れ
に
し
て
も
︑
文
脈
上
は
﹁
命
婦
︑
か
し
こ
に
ま
で
着
き
て
︑
門
引
き
入
る
る
よ
り
け
は
ひ
あ
は
れ
な
り
︒﹂︵﹁
桐
壺
﹂
二
七
頁
︶
と
命
婦
が
到
着
す
る
こ
と
を
指
す
意
で
あ
り
︑
ど
ち
ら
で
あ
っ
て
も
問
題
は
な
い
︒
鎌
倉
時
代
に
書
写
さ
れ
た
と
さ
れ
る
伏
見
天
皇
本(
)
な
ど
は
﹁
ま
て
﹂
と
な
っ
て
お
り
︑
国
文
研
本
・
京
都
女
子
大
本
は
よ
り
古
い
時
代
の
本
20
文
を
伝
え
て
い
る
と
い
え
る
︒
︻
︼
国
徹
た
ま
ひ
つ
る
﹇をイ
ウ
﹈
8
11
6
京
徹
た
ま
ひ
つ
る
慶
徹
た
ま
ひ
つ
る
を
大
成
青
表
紙
﹇
⑭
﹈
11
給
へ
る
︵
池
︶
給
つ
る
︵を
横
︶
給
つ
る
を
︵
肖
︶︵
三
︶
た
ま
ひ
つ
る
︵
□
を
イ
大
︶
た
ま
ひ
つ
る
を
︵
証
︶
国
文
研
本
﹁
た
ま
ひ
つ
る
﹂
は
︵
京
徹
︶︵
大
︶
と
一
致
し
︑︵
慶
徹
︶
は
︵
証
︶
と
一
致
す
る
︒︵
池
︶
は
﹁
給
へ
る
﹂
と
あ
り
︑︵
国
徹
︶
の
﹁
た
ま
ひ
つ
る
﹂
と
一
致
し
な
い
が
︑﹁
へ
﹂﹁
つ
﹂
の
混
在
は
多
く
の
写
本
で
見
ら
れ
る
︒︵
国
徹
︶
に
は
︑﹁
を
イ
﹂
と
い
う
異
本
注
記
が
あ
る
︒
後
の
時
代
に
な
る
に
つ
れ
︑﹁
を
﹂
が
補
わ
れ
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
︒
文
脈
上
は
﹁
た
ま
ひ
つ
る
を
﹂
と
す
る
方
が
︑
桐
壺
更
衣
の
母
で
あ
る
北
の
方
の
悲
し
み
が
よ
り
強
調
さ
れ
る
表
現
と
な
る
︒
︻
︼
国
徹
思
た
ま
ふ
る
﹇
オ
﹈
9
14
6
京
徹
思
給
ふへ
る
慶
徹
思
給
へ
る
大
成
青
表
紙
﹇
⑪
﹈
13
思
た
ま
ふ
る
︵
池
︶
お
も
ふ
た
ま
へ
る
︵
横
︶
︵
大
︶
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思
ひ
た
ま
へ
る
︵
肖
︶
思
給
へ
る
︵
三
︶︵
証
︶
国
文
研
本
﹁
思
た
ま
ふ
る
﹂
は
︵
池
︶
と
一
致
し
︑︵
京
徹
︶
は
﹁
ふ
﹂
を
﹁
へ
﹂
と
校
訂
す
る
︒︵
慶
徹
︶
は
︵
三
︶︵
証
︶
と
一
致
す
る
︒﹁
た
ま
ふ
る
﹂
↓
﹁
た
ま
ふへ
る
﹂
↓
﹁
た
ま
へ
る
﹂
と
い
う
一
連
の
流
れ
か
ら
︑︵
国
徹
︶
↓
︵
京
徹
︶
↓
︵
慶
徹
︶
と
い
う
本
文
の
流
れ
が
想
定
で
き
る
︒
︻
︼
国
徹
お
は
し
ま
す
ら
む
に
﹇
ウ
﹈
10
14
1
京
徹
お
は
し
ま
す
ら
む
にをイ
慶
徹
お
は
し
ま
す
ら
ん
を
大
成
青
表
紙
﹇
⑬
﹈
13
お
は
し
ま
す
ら
ん
に
︵
池
︶
︵
横
︶︵
大
︶
お
は
し
ま
す
ら
ん
を
︵
肖
︶︵
三
︶
︵
証
︶
国
文
研
本
﹁
お
は
し
ま
す
ら
む
に
﹂
は
︵
京
徹
︶︵
池
︶︵
横
︶︵
大
︶
と
一
致
し
︑︵
慶
徹
︶
は
︵
肖
︶︵
三
︶︵
証
︶
と
一
致
す
る
︒
︵
京
徹
︶
は
﹁
に
﹂
に
﹁
を
﹂
と
い
う
異
本
注
記
を
示
す
︒﹁
お
は
し
ま
す
ら
む
︵
ん
︶
に
﹂
↓
﹁
お
は
し
ま
す
ら
ん
を
﹂
の
変
容
が
み
え
る
︒
助
詞
の
﹁
に
﹂
は
順
接
の
意
︑
助
詞
の
﹁
を
﹂
は
逆
接
の
意
で
あ
り
︑
文
脈
上
は
ど
ち
ら
の
意
で
も
介
せ
る
︒﹃
大
成
﹄
の
青
表
紙
諸
本
と
照
ら
し
合
わ
せ
る
と
︑︵
池
︶︵
横
︶︵
大
︶
が
﹁
に
﹂
で
あ
り
︑
そ
れ
以
後
書
き
写
さ
れ
た
︵
肖
︶︵
三
︶︵
証
︶
が
﹁
を
﹂
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
︑
写
本
の
流
れ
と
し
て
は
﹁
に
﹂
↓
﹁
を
﹂
で
あ
ろ
う
︒
こ
こ
で
も
︵
国
徹
︶
↓
︵
京
徹
︶
↓
︵
慶
徹
︶
の
流
れ
が
あ
る
︒
︻
︼
国
徹
侍
つ
る
に
﹇
ウ
﹈
11
15
2
京
徹
侍
つ
る
に
慶
徹
侍
る
に
大
成
青
表
紙
﹇
⑨
﹈
14
侍
つ
る
に
︵
池
︶
︵
横
︶︵
大
︶
侍
る
に
︵
肖
︶︵
三
︶︵
証
︶
国
文
研
本
﹁
侍
つ
る
に
﹂
は
︵
京
徹
︶︵
池
︶︵
横
︶︵
大
︶
と
一
致
し
︑︵
慶
徹
︶
は
︵
肖
︶︵
三
︶︵
証
︶
と
一
致
す
る
︒
定
家
自
筆
本
を
忠
実
に
写
し
た
と
さ
れ
る
明
融
本(
)
で
は
﹁
侍
つ
る
に
﹂
の
﹁
つ
﹂
を
見
せ
消
ち
と
し
︑
﹁
侍
る
に
﹂
と
校
訂
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
︑
21
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︵
国
徹
︶︵
京
徹
︶
↓
︵
慶
徹
︶
の
流
れ
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
︒
︻
︼
国
徹
な
り
は
つ
る
も
﹇
オ
﹈
12
16
6
京
徹
な
り
は
つ
る
も
慶
徹
な
り
は
へ
る
も
大
成
青
表
紙
﹇
②
﹈
15
な
り
は
へ
る
も
︵
池
︶︵
大
︶︵
証
︶
な
り
は
つ
る
も
︵
横
︶︵
三
︶
な
り
つ
る
も
︵
肖
︶
国
文
研
本
﹁
な
り
は
つ
る
も
﹂
は
︵
京
徹
︶︵
横
︶︵
三
︶
と
一
致
し
︑︵
慶
徹
︶
は
︵
池
︶︵
大
︶︵
証
︶
と
一
致
す
る
︒﹁
へ
﹂﹁
つ
﹂
は
書
写
す
る
上
で
混
同
し
や
す
い
文
字
で
あ
り
︑
異
同
箇
所
︻
︼
に
も
み
ら
れ
た
︒
特
に
︵
京
徹
︶
に
お
い
て
は
︑﹁
桐
壺
﹂
全
体
を
8
通
し
て
﹁
つ
﹂﹁
へ
﹂
が
非
常
に
近
似
し
て
い
て
︑
見
分
け
に
く
い
︒
い
ず
れ
に
し
て
も
︑
明
融
本
は
﹁
つ
﹂
を
﹁
へ
﹂
と
校
訂
し
て
い
る
こ
と
か
ら
︑﹁
は
つ
る
﹂
↓
﹁
は
へ
る
﹂
と
い
う
変
遷
が
み
え
︑︵
国
徹
︶︵
京
徹
︶
↓
︵
慶
徹
︶
の
写
本
の
流
れ
が
想
定
で
き
る
︒
文
脈
上
は
︑
靫
負
命
婦
が
亡
き
桐
壺
更
衣
を
偲
び
︑
桐
壺
帝
の
思
い
を
代
弁
す
る
表
現
で
あ
る
︒﹁
⁝
⁝
﹃
か
う
う
ち
棄
て
ら
れ
て
︑
心
を
さ
め
む
方
な
き
に
︑
い
と
ど
人
わ
ろ
う
か
た
く
な
に
な
り
は
つ
る
も
︑
前
の
世
ゆ
か
し
う
な
む
﹄
⁝
⁝
﹂︵﹁
桐
壺
﹂
三
一
頁
︶
と
︑
最
終
的
な
結
果
を
示
す
表
現
と
し
て
は
﹁
な
り
は
つ
る
﹂
の
ほ
う
が
妥
当
と
い
え
る
︒
︻
︼
国
徹
し
ほ
た
れ
か
ち
に
の
み
﹇
オ
﹈
13
16
8
京
徹
御
し
ほ
た
れ
か
ち
にのみ
慶
徹
し
ほ
た
れ
か
ち
に
の
み
大
成
青
表
紙
﹇
②
﹈
15
御
し
ほ
た
れ
か
ち
に
の
み
︵
池
︶︵
横
︶︵
肖
︶︵
三
︶
︵
大
︶︵
証
︶
国
文
研
本
﹁
し
ほ
た
れ
か
ち
に
の
み
﹂
は
︵
慶
徹
︶
と
一
致
し
︑﹃
大
成
﹄
の
青
表
紙
諸
本
と
一
致
し
な
い
︒︵
京
徹
︶
は
﹁
御
﹂
が
あ
り
︑﹃
大
成
﹄
の
青
表
紙
諸
本
と
一
致
す
る
︒﹁
御
﹂
が
時
代
を
経
る
に
つ
れ
て
失
わ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
︒
︻
︼
国
徹
た
ち
は
な
れ
か
た
き
﹇
ウ
﹈
14
16
4
京
徹
た
ち
は
な
れ
に
く
き
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慶
徹
た
ち
は
な
れ
か
た
き
大
成
青
表
紙
﹇
⑤
﹈
15
た
ち
は
な
れ
に
く
き
︵
池
︶
︵
横
︶︵
肖
︶︵
三
︶
︵
大
︶
︵
証
︶
＊
た
ち
は
な
れ
か
た
き
︵
尾
︶︵
陽
︶
国
文
研
本
﹁
た
ち
は
な
れ
か
た
き
﹂
は
︵
慶
徹
︶
と
一
致
し
︑﹃
大
成
﹄
の
青
表
紙
諸
本
と
は
一
致
し
な
い
︒︵
京
徹
︶
は
﹃
大
成
﹄
の
青
表
紙
諸
本
と
一
致
す
る
︒
河
内
本
・
別
本
系
統
の
本
文
で
あ
る
尾
州
家
本
︵
尾
︶・
陽
明
文
庫
本(
)
︵
陽
︶
は
︵
国
徹
︶
と
同
じ
﹁
か
た
22
き
﹂
で
あ
る
︒
正
徹
本
が
青
表
紙
本
系
統
以
外
の
本
文
も
校
合
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
︒
文
脈
上
は
︑﹁
い
と
立
ち
離
れ
に
く
き
草
の
も
と
な
り
﹂︵﹁
桐
壺
﹂
三
二
頁
︶
と
︑
靫
負
命
婦
が
桐
壺
更
衣
の
実
家
か
ら
退
去
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
様
子
を
示
す
︒﹁
か
た
き
﹂
で
あ
れ
ば
﹁
～
し
に
く
い
︑
難
し
い
﹂
と
受
動
的
な
表
現
と
な
り
︑﹁
に
く
き
﹂
で
あ
れ
ば
﹁
～
す
る
の
は
い
や
だ
︑
困
難
だ
﹂
と
や
や
主
体
的
な
表
現
と
な
る
︒
︻
︼
国
徹
あ
り
か
﹇
ウ
﹈
15
19
1
京
徹
す
み
か
慶
徹
す
み
か
大
成
青
表
紙
﹇
⑤
﹈
17
す
み
か
︵
池
︶︵
横
︶
︵
肖
︶︵
三
︶︵
大
︶
︵
証
︶
︵
明
︶
＊
あ
り
か
︵
御
︶︵
陽
︶
︵
前
釈
︶
国
文
研
本
﹁
あ
り
か
﹂
は
﹃
大
成
﹄
の
青
表
紙
諸
本
と
一
致
せ
ず
︑︵
京
徹
︶︵
慶
徹
︶
は
﹃
大
成
﹄
の
青
表
紙
諸
本
と
一
致
す
る
︒
﹃
源
氏
随
攷(
)
﹄
に
掲
載
の
写
真
版
の
正
徹
自
筆
本
に
お
い
て
も
︑
こ
の
箇
所
は
﹁
す
み
か
﹂
と
確
認
で
き
る
︒
し
か
し
︑
国
文
研
本
は
23
﹁
あ
り
か
﹂
と
な
っ
て
お
り
︑
こ
れ
は
御
物
本(
)
︵
御
︶・︵
陽
︶
な
ど
の
別
本
と
一
致
す
る
︒
前
田
家
蔵
源
氏
釈(
)
︵
前
釈
︶
に
も
﹁
あ
り
か
﹂
24
25
と
あ
る
こ
と
か
ら
︑
異
同
箇
所
︻
︼
と
同
様
に
青
表
紙
以
外
の
鎌
倉
時
代
に
書
き
写
さ
れ
た
古
い
本
文
も
校
合
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
14
る
︒
文
脈
上
で
は
﹁
亡
き
人
の
住
み
処
﹂︵﹁
桐
壺
﹂
三
五
頁
︶
と
︑
桐
壺
帝
が
亡
き
桐
壺
更
衣
を
思
っ
て
哀
傷
を
深
め
る
場
面
で
あ
る
︒
専修国文 第92号 42
﹃
源
氏
物
語
﹄
に
精
通
し
て
い
る
正
徹
が
︑﹁
す
み
か
﹂
と
い
う
亡
き
人
の
居
所
で
は
な
く
︑
桐
壺
更
衣
の
存
在
自
体
を
求
め
る
帝
の
悲
哀
を
表
現
す
る
た
め
︑﹁
あ
り
か
﹂
と
い
う
表
現
を
採
択
し
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
︒
︻
︼
国
徹
か
きけイ
た
る
﹇
ウ
﹈
16
19
6
京
徹
か
き
た
る
慶
徹
か
け
る
大
成
青
表
紙
﹇
⑦
﹈
17
か
け
る
︵
池
︶︵
横
︶
︵
肖
︶︵
三
︶︵
大
︶
か
き
た
る
︵
証
︶
国
文
研
本
﹁
か
き
た
る
﹂
は
︵
京
徹
︶︵
証
︶
と
一
致
し
︑︵
慶
徹
︶
は
︵
池
︶︵
横
︶︵
肖
︶︵
三
︶︵
大
︶
と
一
致
す
る
︒
明
融
本
で
は
﹁
か
け
る
﹂
の
﹁
け
る
﹂
を
見
せ
消
ち
と
し
︑﹁
か
き
た
る
﹂
に
校
訂
し
て
い
る
︒﹁
か
け
る
﹂
↓
﹁
か
き
た
る
﹂
へ
の
変
容
が
み
え
る
︒
国
文
研
本
は
﹁
か
け
る
﹂
と
い
う
異
本
の
存
在
を
傍
記
で
示
し
て
い
る
︒
︻
︼
国
徹
す
く
な
し
﹇
ウ
﹈
17
19
8
京
徹
な
し
慶
徹
す
く
な
し
大
成
青
表
紙
﹇
⑨
﹈
17
す
く
な
し
︵
池
︶︵
横
︶
︵
大
︶
な
し
︵
肖
︶︵
三
︶︵
証
︶
国
文
研
本
﹁
す
く
な
し
﹂
は
︵
慶
徹
︶︵
池
︶︵
横
︶︵
大
︶
と
一
致
し
︑︵
京
徹
︶
は
︵
肖
︶︵
三
︶
︵
証
︶
と
一
致
す
る
︒
文
脈
上
は
﹁
絵
に
描
け
る
楊
貴
妃
の
容
貌
は
︑
い
み
じ
き
絵
師
と
い
へ
ど
も
︑
筆
限
り
あ
り
け
れ
ば
い
と
に
ほ
ひ
す
く
な
し
︒﹂︵﹁
桐
壺
﹂
三
五
頁
︶
と
︑
亡
き
桐
壺
更
衣
を
思
い
︑
描
か
れ
た
楊
貴
妃
の
姿
を
生
身
の
美
し
さ
に
乏
し
い
と
桐
壺
帝
が
哀
傷
す
る
場
面
で
あ
る
︒﹁
な
し
﹂
で
あ
れ
ば
︑
美
し
さ
が
ま
っ
た
く
な
い
と
い
う
全
否
定
の
意
に
解
釈
さ
れ
る
︒
時
代
と
と
も
に
﹁
す
く
﹂
が
失
わ
れ
て
い
っ
た
と
思
わ
れ
る
︒
︻
︼
国
徹
大
液
芙
蓉
未
央
柳
も
﹇
ウ
﹈
18
19
8
京
徹
大
液
の
芙
蓉
未
央
○の
柳
も
慶
徹
大
液
芙
蓉
未
央
の
柳
も
大
成
青
表
紙
﹇
⑨
﹈
17
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大
液
芙
蓉
未
央
柳
も
︵
池
︶︵
横
︶︵
大
︶
太
液
の
芙
蓉
未
央
の
柳
も
︵
肖
︶︵
三
︶︵
証
︶
国
文
研
本
﹁
大
液
芙
蓉
未
央
柳
も
﹂
は
︵
池
︶︵
横
︶︵
大
︶
と
一
致
し
︑︵
京
徹
︶︵
慶
徹
︶
は
︵
肖
︶︵
三
︶︵
証
︶
な
ど
と
一
致
す
る
︒
時
代
が
下
る
に
つ
れ
て
︵
京
徹
︶︵
慶
徹
︶
の
よ
う
に
助
詞
の
﹁
の
﹂
が
補
わ
れ
て
い
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
︒
︻
︼
国
徹
か
た
ち
を
色
あ
ひ
﹇
ウ
﹈
19
19
9
京
徹
か
た
ち
を
慶
徹
か
た
ち
を
色
あ
ひイ
大
成
青
表
紙
﹇
⑨
﹈
17
か
た
ち
を
︵
池
︶︵
横
︶︵
肖
︶︵
三
︶
︵
大
︶︵
証
︶
＊
か
た
ち
い
ろ
あ
ひ
︵
尾
︶︵
御
︶
国
文
研
本
﹁
か
た
ち
を
色
あ
ひ
﹂
は
︵
慶
徹
︶
と
一
致
し
︑﹃
大
成
﹄
の
青
表
紙
諸
本
と
一
致
し
な
い
︒︵
京
徹
︶
は
﹃
大
成
﹄
の
青
表
紙
諸
本
と
一
致
す
る
︒︵
大
︶
に
は
︑﹁
か
た
ち
を
﹂
□
□
□
□
イ
に
判
読
不
能
な
傍
記
が
あ
る
︒
﹁
色
あ
ひ
﹂
を
補
足
し
て
い
る
と
も
考
え
ら
れ
る
が
判
別
で
き
な
い
︒︵
国
徹
︶
は
︵
尾
︶・︵
御
︶
な
ど
の
河
内
本
・
別
本
系
統
の
本
文
を
校
合
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
︒
︻
︼
国
徹
ひ
き
い
て
﹇
オ
﹈
20
22
3
京
徹
ひ
き
い
て
ゝイ無
慶
徹
ひ
き
い
て
ゝ
大
成
青
表
紙
﹇
①
﹈
19
ひ
き
い
て
︵
池
︶︵
横
︶︵
大
︶
ひ
き
い
て
ゝ
︵
肖
︶︵
三
︶︵
証
︶
国
文
研
本
﹁
ひ
き
い
て
﹂
は
︵
池
︶︵
横
︶︵
大
︶
と
一
致
し
︑︵
京
徹
︶︵
慶
徹
︶
は
︵
肖
︶
︵
三
︶︵
証
︶
と
一
致
す
る
︒︵
京
徹
︶
は
﹁
ひ
き
い
て
ゝ
﹂
の
﹁
ゝ
﹂
が
な
い
異
本
を
指
摘
し
て
い
る
こ
と
か
ら
︑﹁
ひ
き
い
て
﹂
↓
﹁
ひ
き
い
て
ゝ
﹂
と
い
う
変
遷
が
み
え
︑
︵
国
徹
︶
↓
︵
京
徹
︶
↓
︵
慶
徹
︶
の
流
れ
が
想
定
で
き
る
︒
︻
︼
国
徹
の
た
ま
ひ
け
る
﹇
オ
﹈
21
23
5
京
徹
の
た
ま
ひ
け
る
慶
徹
の
給
ふ
け
る
大
成
青
表
紙
﹇
⑩
﹈
19
の
た
ま
ひ
け
る
︵
池
︶︵
横
︶︵
肖
︶︵
三
︶︵
大
︶
︵
証
︶
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国
文
研
本
﹁
の
た
ま
ひ
け
る
﹂
は
︵
京
徹
︶・﹃
大
成
﹄
の
青
表
紙
諸
本
と
一
致
す
る
︒︵
慶
徹
︶
は
漢
字
の
﹁
給
﹂
に
﹁
ふ
﹂
を
送
っ
て
い
る
︒
文
法
的
に
は
﹁
け
る
﹂
に
続
く
形
は
連
用
形
な
の
で
﹁
た
ま
ひ
﹂
が
順
当
で
あ
る
︒
お
そ
ら
く
﹁
ふ
﹂
は
ウ
音
便
形
の
誤
表
記
で
あ
ろ
う
︒
︻
︼
国
徹
ま
い
れ
る
か
﹇
オ
﹈
22
24
7
京
徹
ま
い
れ
る
かイ無
慶
徹
ま
い
れ
る
大
成
青
表
紙
﹇
⑥
﹈
20
ま
い
れ
る
︵
池
︶︵
横
︶
︵
大
︶
ま
い
れ
る
か
︵
肖
︶︵
三
︶︵
証
︶
国
文
研
本
は
﹁
ま
い
れ
る
か
﹂
は
︵
京
徹
︶︵
肖
︶︵
三
︶︵
証
︶
と
一
致
し
︑︵
慶
徹
︶
は
︵
池
︶︵
横
︶︵
大
︶
と
一
致
す
る
︒︵
京
徹
︶
は
﹁
か
﹂
の
な
い
異
本
の
存
在
を
指
摘
し
て
い
る
︒
文
脈
上
は
﹁
高
麗
人
の
参
れ
る
中
に
﹂
︵﹁
桐
壺
﹂
三
九
頁
︶
と
あ
り
︑﹁
参
れ
る
︵
ま
い
れ
る
︶﹂
に
﹁
中
に
︵
な
か
に
︶﹂
の
﹁
か
﹂
が
目
移
り
し
︑
前
後
で
混
在
し
た
か
と
も
考
え
ら
れ
る
︒
い
ず
れ
に
し
て
も
︑﹁
ま
い
れ
る
か
﹂
↓
﹁
ま
い
れ
る
﹂
と
い
う
変
遷
が
み
え
︑︵
国
徹
︶
↓
︵
京
徹
︶
↓
︵
慶
徹
︶
の
流
れ
が
想
定
で
き
る
︒
︻
︼
国
徹
さ
う
に
て
﹇
オ
﹈
23
24
8
京
徹
さ
う
に
ん
慶
徹
さ
う
大
成
青
表
紙
﹇
⑦
﹈
20
さ
う
に
む
︵
池
︶︵
横
︶
︵
肖
︶︵
三
︶︵
証
︶
さ
う
人
︵
大
︶
国
文
研
本
﹁
さ
う
に
て
﹂
は
青
表
紙
諸
本
・
河
内
本
・
別
本
に
も
見
え
な
い
表
現
で
あ
る
︒
︵
京
徹
︶
は
﹃
大
成
﹄
の
青
表
紙
諸
本
と
一
致
す
る
が
︑︵
慶
徹
︶
は
﹁
さ
う
﹂
の
み
で
あ
る
︒
文
脈
上
は
﹁
高
麗
人
の
参
れ
る
中
に
︑
か
し
こ
き
相
人
あ
り
け
る
を
﹂︵﹁
桐
壺
﹂
三
九
頁
︶
と
あ
り
︑
光
源
氏
の
将
来
を
占
う
﹁
さ
う
に
む
︵
ん
︶︵
相
人
︶﹂
が
ふ
さ
わ
し
い
と
い
え
る
︒
し
か
し
︑
国
文
研
本
と
慶
應
大
本
は
︑
人
相
見
の
意
を
含
め
た
﹁
相
﹂
と
い
う
名
詞
と
し
て
捉
え
た
か
︑
ま
た
﹁
む
︵
ん
︶﹂
と
﹁
て
﹂
の
誤
写
か
と
も
考
え
ら
れ
る
︒
︻
︼
国
徹
た
て
ま
つ
る
に
﹇
ウ
﹈
24
24
3
京
徹
た
て
ま
つ
るにイ
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慶
徹
た
て
ま
つ
るりイ
大
成
青
表
紙
﹇
⑨
﹈
20
た
て
ま
つ
る
に
︵
池
︶︵
横
︶
︵
大
︶
た
て
ま
つ
る
︵
肖
︶︵
三
︶︵
証
︶
国
文
研
本
﹁
た
て
ま
つ
る
に
﹂
は
︵
池
︶︵
横
︶︵
大
︶
と
一
致
し
︑︵
京
徹
︶︵
慶
徹
︶
は
︵
肖
︶︵
三
︶︵
証
︶
と
一
致
す
る
︒︵
慶
徹
︶
に
は
︑﹁
り
﹂
と
い
う
異
本
注
記
も
見
ら
れ
る
︒
後
文
へ
続
け
る
形
で
あ
れ
ば
︑﹁
に
﹂
を
補
う
の
が
妥
当
で
あ
る
︒
時
代
の
変
遷
に
よ
り
︑﹁
に
﹂
は
脱
落
し
て
い
っ
た
も
の
と
推
測
す
る
︒︵
京
徹
︶
に
は
﹁
に
﹂
を
補
う
異
本
注
記
も
あ
る
こ
と
か
ら
︑︵
国
徹
︶
↓
︵
京
徹
︶
↓
︵
慶
徹
︶
の
流
れ
が
み
え
る
︒
︻
︼
国
徹
給
ひ
﹇
オ
﹈
25
28
4
京
徹
給
ひ
て
慶
徹
給
ひ
大
成
青
表
紙
﹇
⑭
﹈
22
給
て
︵
池
︶︵
横
︶
︵
肖
︶︵
三
︶︵
大
︶
給
ひ
て
︵
証
︶
国
文
研
本
﹁
給
ひ
﹂
は
︵
慶
徹
︶
と
一
致
し
︑︵
京
徹
︶
は
︵
証
︶
と
一
致
す
る
︒
助
詞
の
﹁
て
﹂
が
時
代
が
下
る
に
つ
れ
て
補
わ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
︒
︻
︼
国
徹
御
き
は
﹇
オ
﹈
26
28
8
京
徹
御
き
は
慶
徹
御
き
は
大
成
青
表
紙
﹇
②
﹈
23
き御
は
︵
池
︶
御
き
は
︵
肖
︶
き
は
︵
三
︶︵
証
︶
御
き
は
︵
横
︶︵
大
︶
国
文
研
本
﹁
御
き
は
﹂
は
︵
慶
徹
︶︵
池
︶︵
横
︶︵
大
︶
と
一
致
し
︑︵
京
徹
︶
は
︵
肖
︶︵
三
︶︵
証
︶
と
一
致
す
る
︒︵
京
徹
︶
は
﹁
御
﹂
を
見
せ
消
ち
と
し
て
お
り
︑
そ
れ
が
︵
肖
︶︵
三
︶︵
証
︶
へ
と
受
け
継
が
れ
て
い
る
︒
︻
︼
国
徹
人
の
﹇
ウ
﹈
27
28
1
京
徹
人
のも
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慶
徹
人
の
大
成
青
表
紙
﹇
③
﹈
23
人
の
︵
池
︶
︵
横
︶︵
大
︶
︵
証
︶
人
も
︵
肖
︶︵
三
︶
国
文
研
本
﹁
人
の
﹂
は
︵
慶
徹
︶︵
池
︶︵
横
︶︵
大
︶︵
証
︶
と
一
致
し
︑︵
京
徹
︶
は
︵
肖
︶︵
三
︶
と
一
致
す
る
︒
文
脈
上
は
︑﹁
人
も
﹂
と
す
る
と
︑
さ
ら
に
そ
の
他
に
別
の
対
象
物
も
含
ま
れ
る
表
現
と
な
る
︒
︻
︼
国
徹
こ
よ
な
う
﹇
ウ
﹈
28
28
4
京
徹
こ
よ
な
く
慶
徹
こ
よ
な
う
大
成
青
表
紙
﹇
④
﹈
23
こ
よ
な
う
︵
池
︶︵
横
︶
︵
大
︶
こ
よ
な
く
︵
肖
︶︵
三
︶︵
証
︶
国
文
研
本
﹁
こ
よ
な
う
﹂
は
︵
慶
徹
︶︵
池
︶︵
横
︶︵
大
︶
と
一
致
し
︑︵
京
徹
︶
は
︵
肖
︶︵
三
︶︵
証
︶
と
一
致
す
る
︒﹁
く
﹂﹁
う
﹂
の
混
在
は
︑
阿
部
氏
に
よ
る
と(
)
︑﹁
う
﹂
は
鎌
倉
期
の
古
写
本
に
は
見
ら
れ
な
い
も
の
で
室
町
期
に
な
る
に
つ
れ
て
ウ
音
便
化
し
て
い
く
26
と
い
う
︒
し
か
し
︑
こ
こ
で
は
そ
れ
が
逆
転
し
︑︵
池
︶
な
ど
に
﹁
う
﹂
が
見
え
︑
明
融
本
で
は
﹁
こ
よ
な
う
﹂
の
﹁
う
﹂
を
見
せ
消
ち
と
し
て
︑﹁
こ
よ
な
く
﹂
と
校
訂
し
て
い
る
︒
︻
︼
国
徹
わ
か
き
﹇
ウ
﹈
29
29
6
京
徹
わ
か
慶
徹
わ
か
き
大
成
青
表
紙
﹇
⑩
﹈
23
わ
か
き
︵
池
︶︵
横
︶
︵
肖
︶︵
三
︶︵
大
︶
︵
証
︶
国
文
研
本
﹁
わ
か
き
﹂
は
︵
慶
徹
︶・
青
表
紙
諸
本
と
一
致
し
︑︵
京
徹
︶
に
は
﹁
き
﹂
が
な
い
︒
鎌
倉
期
の
古
写
本
と
さ
れ
る
穂
久
邇
文
庫
本(
)
は
︑﹁
我
﹂
を
見
せ
消
ち
と
し
︑﹁
わ
か
き
﹂
と
校
訂
す
る
︒︵
京
徹
︶
は
﹁
我
﹂
を
﹁
わ
か
﹂
と
解
釈
し
︑
そ
れ
を
書
き
写
し
た
27
と
も
考
え
ら
れ
な
く
は
な
い
︒
し
か
し
︑
文
脈
上
は
﹁
わ
か
き
﹂
が
妥
当
で
あ
る
︒
︻
︼
国
徹
あ
や
し
く
﹇
オ
﹈
30
29
10
京
徹
あ
や
し
う
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慶
徹
あ
や
し
く
大
成
青
表
紙
﹇
⑫
﹈
23
あ
や
し
く
︵
池
︶
︵
横
︶︵
肖
︶
︵
三
︶︵
大
︶︵
証
︶
＊
あ
や
し
う
︵
高
︶
国
文
研
本
﹁
あ
や
し
く
﹂
は
︵
慶
徹
︶・﹃
大
成
﹄
の
青
表
紙
諸
本
と
一
致
し
︑︵
京
徹
︶
は
高
松
宮
本(
)
︵
高
︶
な
ど
の
河
内
本
系
統
と
28
一
致
す
る
︒﹁
く
﹂﹁
う
﹂
の
混
在
は
異
同
箇
所
︻
︼
を
ふ
ま
え
れ
ば
︑
古
い
表
現
と
さ
れ
る
﹁
く
﹂
が
︵
国
徹
︶︵
慶
徹
︶
に
見
ら
れ
︑
28
そ
れ
が
︵
京
徹
︶
の
﹁
う
﹂
へ
と
変
化
し
て
い
る
と
い
え
る
︒
︻
︼
国
徹
見
え
た
て
ま
つ
る
﹇
ウ
﹈
31
29
7
京
徹
み
え
た
て
ま
つ
りルイ
慶
徹
見
え
た
て
ま
つ
り
大
成
青
表
紙
﹇
①
﹈
24
み
え
た
て
ま
つ
る
︵
池
︶
︵
大
︶
み
え
た
て
ま
つ
るり
︵
横
︶
み
え
た
て
ま
つ
り
︵
肖
︶︵
三
︶︵
証
︶
国
文
研
本
﹁
見
え
た
て
ま
つ
る
﹂
は
︵
池
︶︵
大
︶
と
一
致
し
︑︵
京
徹
︶︵
慶
徹
︶
は
︵
横
︶︵
肖
︶︵
三
︶︵
証
︶
と
一
致
す
る
︒
後
文
に
続
け
る
に
は
︑﹁
り
﹂
の
方
が
自
然
で
あ
る
が
︑
明
融
本
で
は
﹁
た
て
ま
つ
る
﹂
の
﹁
る
﹂
に
﹁
り
﹂
と
傍
記
を
施
し
て
い
る
︒﹁
る
﹂
か
ら
﹁
り
﹂
へ
の
変
遷
が
見
え
る
こ
と
か
ら
︑︵
国
徹
︶
↓
︵
京
徹
︶
↓
︵
慶
徹
︶
の
流
れ
が
想
定
で
き
る
︒
︻
︼
国
徹
き
し
き
の
﹇
ウ
﹈
32
30
2
京
徹
き
し
きの
慶
徹
き
し
き
の
大
成
青
表
紙
﹇
⑧
﹈
24
き
し
き
︵
池
︶︵
大
︶
き
し
き
の
︵
横
︶︵
肖
︶︵
三
︶︵
証
︶
国
文
研
本
﹁
き
し
き
の
﹂
は
︵
慶
徹
︶︵
横
︶︵
肖
︶︵
三
︶︵
証
︶
と
一
致
し
︑︵
京
徹
︶
は
︵
池
︶︵
大
︶
と
一
致
す
る
︒
明
融
本
に
も
格
助
詞
﹁
の
﹂
は
な
い
︒︵
京
徹
︶
は
傍
記
で
﹁
の
﹂
を
補
う
︒
後
世
に
な
っ
て
か
ら
﹁
の
﹂
が
補
わ
れ
た
か
と
推
測
で
き
る
︒
︻
︼
国
徹
御
お
ほ
ち
﹇
オ
﹈
33
34
3
大
成
青
表
紙
﹇
⑭
﹈
26
専修国文 第92号 48
京
徹
御
お
ち
ほ
慶
徹
お
ほ
ち
御
お
ほ
ち
︵
池
︶︵
肖
︶︵
三
︶︵
大
︶︵
証
︶
お御
ほ
ち
︵
横
︶
国
文
研
本
﹁
御
お
ほ
ち
﹂
は
﹃
大
成
﹄
の
青
表
紙
諸
本
と
一
致
す
る
︒︵
京
徹
︶
は
﹁
御
お
ち
﹂
に
﹁
ほ
﹂
を
補
っ
て
﹁
御
お
ほ
ち
﹂
と
し
︑︵
慶
徹
︶
に
は
﹁
御
﹂
が
な
い
︒
異
同
箇
所
︻
︼
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
︑
時
代
が
下
る
に
つ
れ
て
︑﹁
御
﹂
が
失
わ
れ
て
い
っ
た
13
と
考
え
れ
ば
︑︵
国
徹
︶
↓
︵
京
徹
︶
↓
︵
慶
徹
︶
の
流
れ
が
み
え
る
こ
と
に
な
る
︒
以
上
︑
国
文
研
本
﹁
桐
壺
﹂
を
底
本
と
し
て
︑
京
都
女
子
大
本
・
慶
應
大
本
の
二
種
の
正
徹
本
︑﹃
大
成
﹄
の
青
表
紙
諸
本
と
の
対
校
を
試
み
た
︒
す
る
と
︑
国
文
研
本
は
正
徹
本
の
原
本
に
近
い
本
文
を
保
ち
︑﹃
大
成
﹄
の
青
表
紙
諸
本
を
基
底
と
し
て
古
い
時
代
の
河
内
本
・
別
本
系
統
の
本
文
と
の
校
合
も
行
い
つ
つ
作
成
さ
れ
た
本
文
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
︒
傍
記
や
後
筆
の
書
き
入
れ
も
少
な
く
︑
非
常
に
丁
寧
に
書
写
さ
れ
た
本
文
で
あ
る
︒
京
都
女
子
大
本
は
﹃
大
成
﹄
の
青
表
紙
諸
本
の
本
文
を
傍
記
に
よ
っ
て
示
そ
う
と
す
る
傾
向
が
あ
る
︒
本
文
自
体
も
鎌
倉
期
の
古
い
写
本
の
影
響
の
あ
る
箇
所
と
室
町
後
期
の
写
本
の
影
響
の
あ
る
箇
所
と
が
あ
り
︑
時
代
の
振
り
幅
が
広
い
︒
慶
應
大
本
は
︑
国
文
研
本
と
同
じ
系
統
の
本
文
を
基
底
と
し
つ
つ
︑
京
都
女
子
大
本
の
異
本
注
記
も
反
映
し
て
い
る
︒
室
町
期
の
三
条
西
家
本
二
種
や
肖
柏
本
に
近
い
本
文
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
︒
つ
ま
り
︑
三
種
の
正
徹
本
は
基
本
的
な
流
れ
と
し
て
︑
国
文
研
本
↓
京
都
女
子
大
本
↓
慶
應
大
本
と
い
う
書
写
年
代
が
想
定
で
き
る
の
で
あ
る
︒
三
種
の
写
本
の
中
で
︑
国
文
研
本
が
正
徹
本
の
原
本
に
よ
り
近
い
本
文
を
有
し
︑﹃
大
成
﹄
の
青
表
紙
本
系
統
の
姿
を
よ
り
色
濃
く
残
し
て
い
る
と
い
え
る
︒
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四正
徹
本
﹁
花
散
里
﹂
の
本
文
比
較
本
節
で
は
︑
国
文
研
本
﹁
花
散
里
﹂
を
検
証
す
る
︒
京
都
女
子
大
本
に
は
﹁
花
散
里
﹂
は
な
い
た
め
︑
国
文
研
本
と
慶
應
大
本
と
を
比
較
し
た
結
果
︑
異
同
箇
所
十
一
カ
所
を
抽
出
し
た(
)
︒
漢
字
含
有
率
と
仮
名
の
種
類
数
か
ら
正
徹
本
を
示
唆
し
た
斎
藤
達
哉
氏
に
よ
れ
ば(
)
︑
29
30
﹁
国
文
研
本
と
慶
應
大
学
本
の
漢
字
含
有
率
が
﹁
桐
壺
﹂
と
﹁
花
散
里
﹂
と
の
間
で
様
相
を
異
に
す
る
﹂
と
の
見
解
で
あ
る
︒
こ
う
1
11
し
た
﹁
桐
壺
﹂﹁
花
散
里
﹂
の
表
記
上
の
差
異
は
本
文
の
異
同
に
お
い
て
も
い
え
る
の
で
あ
ろ
う
か
︑
以
下
︑
検
証
し
て
み
た
い
︒
基
本
的
に
は
﹁
桐
壺
﹂
と
同
じ
形
式
で
試
み
る
︒
国
文
研
本
︵
国
徹
︶
を
底
本
と
し
︑
慶
應
大
本
︵
慶
徹
︶
を
明
示
し
た(
)
︒
さ
ら
に
31
﹃
源
氏
物
語
大
成
﹄
の
青
表
紙
諸
本
︻
定
家
本
︵
定
︶・
大
島
本
︵
大
︶・
横
山
本
︵
横
︶・
為
明
本
︵
明
︶・
三
条
西
家
本
︵
三
︶︼
に
︑
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
三
条
西
家
本
︵
証
︶・
天
理
図
書
館
蔵
肖
柏
本(
)
︵
肖
︶
を
参
考
と
し
て
掲
げ
︑
比
較
検
討
を
試
み
た
︒﹃
大
成
﹄
の
青
表
紙
32
諸
本
と
一
致
し
な
い
異
同
箇
所
に
は
︑
河
内
本
や
別
本
な
ど
を
参
考
ま
で
に
掲
げ
た
︒
漢
字
と
仮
名
の
表
記
や
仮
名
遣
い
の
差
異
は
省
き
︑
統
合
し
て
示
し
た
︒
︻
︼
国
徹
給
ふ
に
は
﹇
ウ
﹈
1
1
5
慶
徹
給
ふ
に
大
成
青
表
紙
﹇
⑨
﹈
387
た
ま
ふ
に
は
︵
定
︶︵
大
︶︵
横
︶
た
ま
ふ
に
︵
明
︶︵
証
︶
給
に
は
︵
三
︶
給
ふ
に
も
︵
肖
︶
国
文
研
本
﹁
給
ふ
に
は
﹂
は
︵
定
︶︵
大
︶︵
横
︶
と
一
致
し
︑︵
慶
徹
︶
は
︵
明
︶︵
証
︶︵
三
︶
と
一
致
し
て
い
る
︒
文
脈
上
は
﹁
世
の
あ
は
れ
の
く
さ
は
ひ
に
は
思
ひ
出
で
た
ま
ふ
に
は
︑
忍
び
が
た
く
て
︑﹂︵﹁
花
散
里
﹂
一
五
三
～
一
五
四
頁(
)
︶
と
︑﹁
に
は
﹂
と
す
れ
33
ば
︑
花
散
里
を
思
い
出
す
光
源
氏
の
思
い
が
強
調
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
︒
時
代
が
下
る
に
つ
れ
︑﹁
は
﹂
が
失
わ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
︑
︵
国
徹
︶
↓
︵
慶
徹
︶
の
流
れ
が
み
え
る
︒
専修国文 第92号 50
︻︼
国
徹
め
つ
ら
し
く
﹇
ウ
﹈
2
1
5
慶
徹
め
つ
ら
し
う
大
成
青
表
紙
﹇
⑩
﹈
387
め
つ
ら
し
く
︵
定
︶︵
大
︶︵
横
︶︵
肖
︶
め
つ
ら
し
う
︵
明
︶︵
三
︶︵
証
︶
︻
︼
国
徹
に
き
は
ゝ
し
く
﹇
ウ
﹈
3
1
10
慶
徹
に
き
は
ゝ
し
う
大
成
青
表
紙
﹇
⑫
﹈
387
に
き
は
ゝ
し
く
︵
定
︶︵
大
︶
︵
横
︶︵
三
︶︵
証
︶
︵
肖
︶
に
き
は
か
し
う
︵
明
︶
︻
︼
国
徹
木
く
ら
く
﹇
ウ
﹈
4
3
1
慶
徹
木
く
ら
う
大
成
青
表
紙
﹇
④
﹈
389
こ
く
ら
く
︵
定
︶
︵
大
︶︵
肖
︶
こ
く
ら
う
︵
横
︶︵
明
︶︵
三
︶︵
証
︶
︻
︼
国
徹
な
つ
か
し
く
﹇
ウ
﹈
5
3
2
慶
徹
な
つ
か
し
う
大
成
青
表
紙
﹇
④
﹈
389
な
つ
か
し
く
︵
定
︶︵
大
︶︵
肖
︶
な
つ
か
し
う
︵
横
︶︵
明
︶︵
三
︶︵
証
︶
国
文
研
本
︻
︼
～
︻
︼
は
︵
定
︶︵
大
︶︵
肖
︶
と
一
致
し
︑︵
慶
徹
︶
は
︵
明
︶
と
一
致
す
る
︒﹁
く
﹂
↓
﹁
う
﹂
へ
と
音
便
化
し
2
5
て
い
る
︒
こ
れ
は
﹁
桐
壺
﹂
の
異
同
箇
所
︻
︼︻
︼
に
も
見
ら
れ
た
傾
向
で
あ
り
︑
国
文
研
本
が
慶
應
大
本
に
比
べ
て
︑
よ
り
古
い
28
30
時
代
の
青
表
紙
本
の
系
統
を
受
け
継
い
で
い
る
本
文
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
︒
︻
︼
国
徹
こ
と
に
な
く
﹇
ウ
﹈
6
1
7
慶
徹
な
く
大
成
青
表
紙
﹇
⑪
﹈
387
な
く
︵
定
︶
︵
大
︶︵
横
︶
︵
明
︶︵
三
︶︵
証
︶
こ
と
に
な
く
︵
肖
︶
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国
文
研
本
﹁
こ
と
に
な
く
﹂
は
︵
肖
︶
と
一
致
し
︑﹃
大
成
﹄
の
青
表
紙
諸
本
と
は
一
致
し
な
い
︒︵
慶
徹
︶
は
﹃
大
成
﹄
の
青
表
紙
諸
本
と
一
致
す
る
︒
文
脈
上
は
﹁
御
前
な
ど
も
な
く
︑
忍
び
て
﹂︵﹁
花
散
里
﹂
一
五
四
頁
︶
と
︑
光
源
氏
の
忍
び
通
い
を
示
す
表
現
で
あ
り
︑﹁
な
く
﹂
の
ほ
う
が
自
然
で
あ
る
︒
河
内
本
諸
本
に
も
﹁
こ
と
に
な
く
﹂
と
み
え
る
こ
と
か
ら
︑
国
文
研
本
が
諸
系
統
の
本
文
の
校
合
本
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
︒
︻
︼
国
徹
お
は
す
る
に
﹇
ウ
﹈
7
1
8
慶
徹
お
は
し
す
く
る
に
大
成
青
表
紙
﹇
⑪
﹈
387
お
は
し
す
く
る
に
︵
定
︶︵
大
︶︵
横
︶︵
明
︶
︵
三
︶︵
証
︶︵
肖
︶
国
文
研
本
﹁
お
は
す
る
に
﹂
は
﹃
大
成
﹄
の
青
表
紙
諸
本
︑
他
の
諸
本
と
も
一
致
し
な
い
︒︵
慶
徹
︶
は
﹃
大
成
﹄
の
青
表
紙
諸
本
と
一
致
す
る
︒
文
脈
は
﹁
忍
び
て
中
川
の
ほ
ど
お
は
し
過
ぐ
る
に
﹂︵﹁
花
散
里
﹂
一
五
四
頁
︶
と
あ
る
︒
﹁
お
は
し
す
く
る
﹂
で
あ
れ
ば
︑
中
川
の
あ
た
り
を
光
源
氏
が
お
通
り
過
ぎ
に
な
る
と
な
る
し
︑﹁
お
は
す
る
﹂
で
あ
れ
ば
︑
中
川
の
あ
た
り
に
光
源
氏
が
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
な
る
︒
ど
ち
ら
に
し
て
も
文
脈
上
の
不
自
然
さ
は
な
い
︒﹁
し
﹂﹁
く
﹂
の
脱
字
し
た
も
の
と
も
考
え
ら
れ
る
が
︑
二
段
階
の
脱
字
は
考
え
に
く
く
︑
推
測
の
域
を
出
な
い
︒﹁
お
は
す
る
に
﹂
が
国
文
研
本
の
独
自
異
文
と
断
定
は
で
き
な
い
が
︑
そ
の
よ
う
な
表
現
を
持
つ
本
文
が
あ
っ
た
い
う
可
能
性
は
考
え
ら
れ
る
︒
︻
︼
国
徹
か
た
ら
ふ
﹇
ウ
﹈
8
2
6
慶
徹
か
た
ら
ふ
こ
と
ゝ
イ
大
成
青
表
紙
﹇
⑨
﹈
388
こ
と
ゝ
ふ
︵
定
︶︵
大
︶
︵
横
︶
か
た
ろ
ふ
︵
明
︶
か
た
ら
ふ
︵
三
︶︵
証
︶︵
肖
︶
国
文
研
本
﹁
か
た
ら
ふ
﹂
は
︵
慶
徹
︶︵
三
︶︵
証
︶︵
肖
︶
と
一
致
す
る
︒︵
慶
徹
︶
は
さ
ら
に
傍
記
で
﹁
こ
と
ゝ
ふ
﹂
と
い
う
異
本
を
補
い
︑
こ
れ
は
︵
定
︶︵
大
︶︵
横
︶
と
一
致
す
る
︒﹁
か
た
ら
ふ
﹂﹁
こ
と
ゝ
ふ
﹂
の
相
違
は
諸
本
で
異
同
の
多
い
箇
所
で
あ
る
︒
文
脈
上
専修国文 第92号 52
は
中
川
の
女
の
和
歌
﹁
ほ
と
と
ぎ
す
言
問
ふ
声
は
そ
れ
な
れ
ど
あ
な
お
ぼ
つ
か
な
五
月
雨
の
空
﹂︵﹁
花
散
里
﹂
一
五
五
頁
︶
に
み
え
る
表
現
で
あ
り
︑
光
源
氏
の
和
歌
﹁
を
ち
返
り
え
ぞ
忍
ば
れ
ぬ
ほ
と
と
ぎ
す
ほ
の
語
ら
ひ
し
宿
の
垣
根
に
﹂︵﹁
花
散
里
﹂
一
五
四
頁
︶
へ
の
返
歌
で
あ
る
︒﹁
こ
と
ゝ
ふ
﹂﹁
か
た
ら
ふ
﹂
は
ど
ち
ら
も
親
し
み
を
交
わ
す
意
で
あ
る
が
︑﹁
こ
と
ゝ
ふ
﹂
に
は
手
紙
を
送
る
意
も
含
ま
れ
る
︒﹁
か
た
ら
ふ
﹂
で
あ
れ
ば
光
源
氏
の
和
歌
の
﹁
語
ら
ひ
し
﹂
を
受
け
た
表
現
と
い
え
よ
う
か
︒
い
ず
れ
に
し
て
も
︑
国
文
研
本
は
︵
定
︶
と
は
異
な
り
︑︵
三
︶︵
証
︶︵
肖
︶
な
ど
と
同
じ
系
統
の
本
文
を
有
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
︒
︻
︼
国
徹
さ
て
か
の
﹇
オ
﹈
9
3
6
慶
徹
さ
てイ
か
の
大
成
青
表
紙
﹇
①
﹈
389
か
の
︵
定
︶︵
大
︶
︵
横
︶︵
明
︶︵
三
︶︵
証
︶
さ
て
か
の
︵
肖
︶
国
文
研
本
﹁
さ
て
か
の
﹂
は
︵
肖
︶
と
一
致
す
る
︒
慶
應
大
本
も
そ
れ
に
準
ず
る
が
︑
傍
記
に
異
本
を
指
摘
す
る
︒﹁
さ
て
か
の
﹂
は
︵
肖
︶
や
河
内
本
系
統
に
み
え
る
表
現
で
あ
り
︑
国
文
研
本
は
そ
の
本
文
を
有
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
︒
︻
︼
国
徹
あ
は
れ
の
み
﹇
オ
﹈
10
3
8
慶
徹
あ
は
れ
の
み
な
り
イ
大
成
青
表
紙
﹇
②
﹈
389
あ
は
れ
な
り
︵
定
)︵
大
)︵
横
)︵
明
)︵
三
)︵
証
)
哀
の
み
︵
肖
︶
︵﹁
也
﹂
に
﹁
の
﹂
と
な
ぞ
り
︶
＊
あ
は
れ
の
み
︵
尾
︶
国
文
研
本
﹁
あ
は
れ
の
み
﹂
は
︵
慶
徹
︶︵
肖
︶︵
尾
︶
と
一
致
し
︑﹃
大
成
﹄
の
青
表
紙
諸
本
と
は
一
致
し
な
い
︒︵
慶
徹
︶
は
﹁
あ
は
れ
な
り
﹂
と
い
う
異
本
を
指
摘
し
︑
こ
れ
は
﹃
大
成
﹄
の
青
表
紙
諸
本
と
一
致
す
る
︒
︻
︼
国
徹
う
ち
な
く
﹇
オ
﹈
11
4
1
慶
徹
う
ち
な
き
大
成
青
表
紙
﹇
⑧
﹈
389
う
ち
な
く
︵
定
︶
︵
明
︶︵
大
︶
︵
三
︶︵
証
︶︵
肖
︶
国
文
研
本
﹁
う
ち
な
く
﹂
は
﹃
大
成
﹄
の
青
表
紙
諸
本
と
一
致
す
る
︒︵
慶
徹
︶﹁
う
ち
な
き
﹂
は
河
内
本
・
別
本
を
含
め
た
諸
本
に
は
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見
当
た
ら
な
い
表
現
で
あ
る
︒
鎌
倉
期
書
写
と
さ
れ
る
穂
久
邇
文
庫
本
に
は
﹁
う
ち
鳴
﹂
と
み
え
︑
こ
れ
を
﹁
う
ち
な
き
﹂
と
解
釈
し
︑
書
き
写
さ
れ
た
可
能
性
も
あ
る
︒
ま
た
︑
本
文
﹁
同
じ
声
に
う
ち
鳴
く
︒﹂︵﹁
花
散
里
﹂
一
五
六
頁
︶
の
直
前
に
︑﹁
昔
の
こ
と
か
き
連
ね
思
さ
れ
て
う
ち
泣
き
た
ま
ふ
︒﹂︵﹁
花
散
里
﹂
一
五
六
頁
︶
と
い
う
表
現
が
あ
り
︑
目
移
り
し
た
と
も
考
え
ら
れ
る
︒
以
上
︑
国
文
研
本
﹁
花
散
里
﹂
を
底
本
と
し
て
︑
慶
應
大
本
と
﹃
大
成
﹄
の
青
表
紙
諸
本
と
の
対
校
を
試
み
た
︒
書
写
の
流
れ
と
し
て
は
︑﹁
桐
壺
﹂
と
同
様
に
国
文
研
本
が
慶
應
大
本
よ
り
も
古
く
書
き
写
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
︒
た
だ
し
︑﹁
花
散
里
﹂
は
﹃
大
成
﹄
の
青
表
紙
諸
本
と
一
致
し
な
い
箇
所
が
多
く
︑﹃
大
成
﹄
の
青
表
紙
諸
本
の
本
文
に
近
い
﹁
桐
壺
﹂
と
は
少
し
趣
が
異
な
る
︒
つ
ま
り
︑
﹁
花
散
里
﹂
は
﹁
桐
壺
﹂
よ
り
時
代
の
下
っ
た
本
文
︑
肖
柏
本
・
三
条
西
家
本
に
近
接
し
た
本
文
を
有
し
て
い
る
と
い
え
る
︒
五
専
修
大
学
図
書
館
所
蔵
﹃
源
氏
物
語
﹄﹁
桐
壺
﹂︵
為
秀
筆
本
︶
と
正
徹
本
最
後
に
︑
専
修
大
本
と
正
徹
本
と
の
関
係
性
に
つ
い
て
触
れ
て
お
き
た
い
︒
専
修
大
本
は
冷
泉
為
秀
筆
に
よ
る
﹁
桐
壺
﹂
の
み
の
零
本
で
あ
る
︒
為
秀
は
冷
泉
為
相
の
子
で
あ
る
︒
正
徹
が
為
相
所
有
の
﹁
家
本
﹂
を
も
と
に
正
徹
本
を
作
成
し
て
い
た
と
す
れ
ば
︑
専
修
大
本
も
披
見
し
て
い
た
可
能
性
が
あ
り
︑
近
似
す
る
本
文
箇
所
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
た
た
め
で
あ
る
︒
専
修
大
本
の
書
誌
・
本
文
の
分
析
に
関
し
て
は
︑
中
田
武
司
氏
・
斎
藤
達
哉
氏
の
論
考
が
あ
る(
)
︒
本
節
で
は
︑
そ
れ
ら
の
論
を
ふ
ま
え
つ
つ
︑
正
徹
本
と
の
関
わ
り
を
34
中
心
と
し
て
論
を
進
め
る
こ
と
と
す
る
︒
専
修
大
本
の
本
文
形
態
の
特
徴
の
一
つ
と
し
て
︑
朱
筆
の
合
点
が
あ
る(
)
︒
そ
こ
で
︑
専
修
大
本
と
国
文
研
本
﹁
桐
壺
﹂
の
朱
合
点
箇
所
35
を
比
較
し
て
み
る
と
︑
す
べ
て
一
致
す
る
︒
国
文
研
本
の
朱
合
点
箇
所
は
全
十
八
例
︑
専
修
大
本
の
朱
合
点
箇
所
は
全
十
四
例
で
あ
る
︒
国
文
研
本
の
朱
合
点
箇
所
の
四
例
﹁
こ
と
に
﹂﹁
は
ひ
に
﹂﹁
露
け
き
﹂﹁
ゆ
け
ひ
の
命
婦
﹂
は
専
修
大
本
に
は
な
い
も
の
の
︑
他
十
四
例
専修国文 第92号 54
は
す
べ
て
一
致
し
て
い
る
︒
専
修
大
本
の
朱
合
点
箇
所
が
祖
本
か
ら
の
も
の
を
そ
の
ま
ま
書
き
写
し
た
も
の
で
あ
る
と
す
れ
ば
︑
そ
の
朱
点
箇
所
と
一
致
す
る
国
文
研
本
も
ま
た
同
じ
祖
本
の
本
文
形
態
を
継
承
し
て
い
る
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
︒
さ
ら
に
︑
国
文
研
本
﹁
桐
壺
﹂
と
専
修
大
本
﹁
桐
壺(
)
﹂
を
比
36
較
検
討
し
た
と
こ
ろ
︑
異
同
箇
所
三
十
六
例
中
で
一
カ
所
︑
独
自
の
共
通
異
文
が
判
明
し
た
︒
第
三
節
︻
︼
で
取
り
上
げ
た
﹁
な
に
の
5
事
の
﹂
で
あ
る
︒
専
修
な
に
事
の
の
︻
ウ
︼
2
7
国
徹
な
に
の
事
の
︻
オ
︼
2
9
京
徹
な
に
の
こ
と
の
慶
徹
な
に
事
の
大
成
青
表
紙
﹇
⑬
﹈
5
な
に
こ
と
の
︵
池
︶︵
横
︶︵
肖
︶︵
三
︶
︵
大
︶︵
証
︶
国
文
研
本
﹁
な
に
の
事
の
﹂
は
前
述
し
た
よ
う
に
﹃
大
成
﹄
の
青
表
紙
諸
本
と
一
致
せ
ず
︑
河
内
本
・
別
本
系
統
の
諸
本
に
も
見
当
た
ら
な
い
表
現
で
あ
っ
た
︒
そ
の
特
徴
が
専
修
大
本
に
共
通
し
て
見
え
る
こ
と
は
大
変
興
味
深
い
︒
断
定
は
で
き
な
い
が
︑
専
修
大
本
・
国
文
研
本
・
京
都
女
子
大
本
の
祖
本
が
﹁
の
﹂
を
持
つ
本
文
で
あ
っ
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
︒
専
修
大
本
に
は
次
の
よ
う
な
奥
書
が
存
在
す
る
︒
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ナシ露けき
なくてそなくてそ
ナシはひに
ナシことに
専修大本（14）国文研本（18）
心のやみも心のやみも
松のおもはむ松のおもはむ
やへむくらにもやへむくらにも
やみのうつゝやみのうつゝ
ナシゆけひの命婦
あくるもしらて
右近のつかさ右近のつかさ
ともし火をともし火を
はねをならへはねをならへ
なき人のすみかなき人のありか
まくらことにまくらことに
みこたちの御座みこたちの御座
宇多のみかと宇多のみかと
あさまつりことあさまつり事
あくるもしらて
此
本
者
入
道
中
納
言
定
家
2
研
授
衆
本
琢
麼
之
書
也
己
可
云
証
本
更
莫
免
外
見
嘉
禎
第
二
之
暦
借
給
之
書
写
朱
点
如
本
写
之
而
巳
諫
議
大
夫
為
経
︵
オ
︶﹂
45
為
経
が
嘉
禎
二
︵
一
二
三
六
︶
年
に
定
家
2
の
所
持
本
を
借
り
て
書
き
写
し
た
と
あ
る
︒
こ
れ
が
確
か
で
あ
る
と
す
れ
ば
︑
専
修
大
本
は
︑
い
わ
ゆ
る
青
表
紙
本
︵
定
家
2
本
︶
を
伝
え
る
極
め
て
貴
重
な
本
文
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
︒
﹁
諫
議
大
夫
﹂
と
は
︑﹃
職
原
抄(
)
﹄
に
よ
れ
ば
﹁
参
議
相
当
正
四
位
下
唐
名
諫
議
大
夫
カ
ン
ギ
タ
イ
フ
相
公
八
座
﹂
と
あ
り
︑﹁
参
議
﹂
の
こ
と
を
指
す
︒﹃
公
2
補
任
﹄
に
よ
37れ
ば
︑
嘉
禎
二
年
︑
為
経
は
二
七
歳
で
参
議
正
四
位
下
に
叙
さ
れ
て
お
り
︑
奥
書
と
一
致
す
る
︒
朱
点
に
つ
い
て
は
﹁
朱
点
如
本
写
之
﹂
と
あ
り
︑
祖
本
に
あ
っ
た
朱
点
を
そ
の
ま
ま
書
き
写
し
た
と
為
経
は
記
し
て
い
る
︒
さ
ら
に
奥
書
に
は
︑
這
一
巻
為
秀
卿
芳
筆
也
六
十
帖
之
巻
頭
努
莫
軽
写
特
進
藤
︵
花
押
︶
︵
オ
︶﹂
47
と
あ
る
︒﹁
特
進
藤
﹂
は
烏
丸
光
広
の
こ
と
を
指
す
︒﹁
特
進
﹂
と
は
︑﹃
職
原
抄
﹄
に
よ
れ
ば
﹁
正
二
位
唐
名
特トク
進シン
或
上
柱
国
シ
ャ
ウ
チ
ウ
コ
ク﹂
と
あ
る
︒﹃
公
2
補
任
﹄
に
よ
れ
ば
︑
光
広
が
正
二
位
で
あ
っ
た
の
は
元
和
六
︵
一
六
二
〇
︶
年
か
ら
で
あ
る
こ
と
か
ら
︑
こ
の
極
書
は
元
和
六
年
以
降
の
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
︒
光
広
の
極
書
に
よ
れ
ば
︑
為
経
が
借
り
て
書
写
し
た
も
の
を
為
秀
が
さ
ら
に
借
り
て
書
き
写
し
た
も
の
が
専
修
大
本
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
︒
つ
ま
り
︑
専
修
大
本
は
為
経
の
奥
書
を
持
つ
︑
為
秀
筆
の
貴
重
な
﹃
源
氏
物
語
﹄
の
写
本
と
い
う
こ
と
に
な
る
︒
で
は
︑
為
経
・
為
秀
と
は
い
か
な
る
人
物
で
あ
る
の
か
︒
専修国文 第92号 56
為
経
︻
一
二
一
〇
生
～
一
二
五
六
没
︼
は
︑﹃
公
2
補
任
﹄﹃
尊
卑
分
脉(
)
﹄
な
ど
に
よ
れ
ば
︑
吉
田
家
の
祖
と
い
わ
れ
る
吉
田
経
房
の
曾
38
孫
︑
吉
田
為
経
で
あ
る(
)
︒
父
は
資
経
︑
母
は
藤
原
親
綱
の
娘
で
あ
る
︒
為
経
の
高
祖
父
で
あ
る
光
房
と
︑
兄
弟
で
あ
る
顕
隆
は
葉
室
家
の
39
祖
で
あ
り
︑
そ
の
子
顕
頼
の
養
子
顕
広
は
︑
定
家
の
父
で
あ
る
俊
成
の
こ
と
を
指
す
︒
つ
ま
り
︑
俊
成
が
葉
室
家
の
養
子
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
︑
定
家
の
所
持
本
を
為
経
が
借
り
て
書
き
写
し
た
と
想
定
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
︒
厳
密
に
は
︑
為
経
は
定
家
の
子
で
あ
る
藤
原
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【﹃
源
氏
物
語
﹄
正
徹
本
・
専
修
大
本
の
書
写
関
係
図
︼
飛
鳥
部
名
村
娘
女
子
兼
輔
紫
式
部
為
時
雅
正
伴
氏
利
基
長
良
藤
原
冬
嗣
基
経
忠
平
兼
家
師
輔
時
姫
道
長
長
家
【御
子
左
家
祖
︼
源
明
子
忠
家
俊
忠
俊
成
定
家
為
家
為
相
慶
融
【九
条
家
︼
為
秀
為
尹
【冷
泉
家
祖
︼
良
房
基
経
︵
養
子
︶
良
門
賢
子
高
藤
定
方
高
田
春
子
朝
頼
為
輔
【
勧
修
寺
流
祖
︼
宣
孝
隆
光
隆
方
為
房
為
隆
光
房
経
房
定
経
資
経
為
経
【吉
田
家
祖
︼
【甘
露
寺
家
︼
光
長
顕
隆
顕
頼
顕
広
︵
養
子
・
改
名
︶
【葉
室
家
︼
女
子
女
子
＊
正
徹
本
書
写
関
係
者
⁝
太
字
・
ゴ
チ
＊
専
修
大
本
書
写
関
係
者
⁝
四
角
囲
い
為
家
︻
一
一
九
八
生
～
一
二
七
五
没
︼
と
同
世
代
で
あ
り
︑
定
家
所
持
本
を
子
の
為
家
が
受
け
継
ぎ
︑
そ
れ
を
為
経
が
借
り
得
た
と
も
想
定
で
き
る
︒
『公
2
補
任
﹄
に
よ
れ
ば
︑
嘉
禎
二
年
に
為
経
が
二
七
歳
で
参
議
正
四
位
下
に
叙
さ
れ
た
と
き
︑
為
家
は
三
九
歳
で
参
議
従
二
位
か
ら
権
中
納
言
に
昇
進
し
て
い
る
︒
そ
の
後
︑
為
経
は
後
嵯
峨
院
に
重
用
さ
れ
︑
院
の
伝
奏
と
な
る
︒
後
嵯
峨
院
は
宝
治
元
︵
一
二
四
七
︶
年
に
大
規
模
な
﹁
九
月
一
三
日
百
三
十
番
歌
合(
)
︵﹁
後
嵯
峨
院
歌
合
﹂︶﹂
を
催
す
が
︑
こ
の
と
き
の
判
者
が
為
家
で
あ
り
︑
為
経
も
和
歌
を
40
一
首
詠
じ
て
い
る
︒
宝
治
二
︵
一
二
四
八
︶
年
︑
後
嵯
峨
院
よ
り
為
家
に
﹃
続
後
撰
和
歌
集
﹄
撰
進
の
命
が
下
り
︑
た
だ
一
人
の
撰
者
と
な
る
︒﹃
続
後
撰
和
歌
集
﹄
に
は
︑﹁
大
宰
権
帥
為
経
﹂
の
詠
者
名
で
為
経
の
和
歌
が
五
首
入
集
さ
れ
て
い
る
︒
﹃
玉
葉
和
歌
集
﹄
第
四
秋
歌
上
に
お
い
て
は
為
家
・
為
経
の
和
歌
が
並
記
さ
れ
て
い
る
︒
為
経
の
記
し
た
﹃
吉
田
中
納
言
為
経
2
記(
)
﹄
に
よ
れ
ば
︑﹁
十
七
日
︑
天
41
晴
︑
未
刻
参
院
︑
於
門
下
下
車
︑
廳
始
已
後
在
門
下
︑
申
刻
於
弘
御
所
御
覧
御
馬
︑︵
中
略
︶
⁝
堀
川
大
納
言
︑
中
宮
大
夫
︑
前
大
納
言
︑
為
家
︑﹂
と
あ
り
︑
寛
文
四
︵
一
二
四
六
︶
年
二
月
十
七
日
︑
和
歌
所
や
院
の
伝
奏
の
場
と
し
て
機
能
し
て
い
た
弘
御
所
に
て
御
馬
御
覧
が
あ
り
︑
為
家
も
参
列
し
て
い
た
事
が
記
さ
れ
て
い
る
︒
つ
ま
り
︑
為
家
と
為
経
は
同
世
代
を
と
も
に
生
き
た
者
同
士
で
あ
り
︑
為
家
の
所
持
し
て
い
た
定
家
自
筆
本
を
為
経
が
借
り
て
書
き
写
し
た
と
い
う
可
能
性
は
高
く
な
る
の
で
あ
る
︒
為
秀
︻
生
年
不
詳
～
一
三
七
二
没
︼
は
︑
冷
泉
家
の
祖
と
い
わ
れ
る
冷
泉
為
相
の
子
︑
冷
泉
為
秀
で
あ
る
︒
前
述
の
よ
う
に
︑
俊
成
が
葉
室
家
の
養
子
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
︑
葉
室
家
と
血
縁
関
係
に
あ
っ
た
為
経
が
為
家
を
通
し
て
書
写
し
た
本
文
を
︑
為
秀
は
見
る
機
会
に
恵
ま
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
︒
専
修
大
本
が
書
写
さ
れ
た
の
は
︑
室
町
初
期
の
慶
永
三
︵
一
三
四
四
︶
年
頃
で
あ
ろ
う
と
推
定
さ
れ
て
い
る
︒
中
田
氏
は(
)
︑
同
筆
と
し
42
て
︑
大
阪
青
山
短
期
大
学
所
蔵
の
為
秀
筆
の
和
歌
懐
紙
を
取
り
上
げ
て
い
る
︒
和
歌
懐
紙
﹁
花
鳥
﹂
の
合
点
の
筆
勢
一
致
と
︑
そ
こ
に
記
載
さ
れ
て
い
る
﹁
左
近
権
少
将
藤
原
為
秀
﹂
か
ら
︑
井
上
宗
雄(
)
氏
の
為
秀
年
表
を
ふ
ま
え
︑
為
秀
が
﹁
左
近
権
少
将
﹂
で
あ
っ
た
の
は
︑
43
専修国文 第92号 58
室
町
初
期
の
慶
永
三
︵
一
三
四
四
︶
年
九
月
頃
で
あ
っ
た
と
指
摘
し
て
い
る
︒
し
か
し
︑
書
写
年
代
を
特
定
す
る
こ
と
は
非
常
に
難
し
い
︒
そ
の
大
き
な
理
由
は
︑
為
秀
の
生
年
が
不
明
で
あ
る
こ
と
︑
官
位
の
記
載
が
あ
い
ま
い
な
こ
と
に
あ
る
︒
為
秀
の
真
蹟
と
し
て
確
か
な
も
の
に(
)
︑
①
河
野
信
一
記
念
文
化
館
蔵
為
秀
筆
﹁
和
歌
一
躰
﹂︑
②
冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
﹁
詠
歌
一
躰
﹂
44
が
あ
る
︒
①
に
は
﹁
左
少
将
藤
原
為
秀
﹂
と
あ
り
︑
②
に
は
﹁
右
近
権
中
将
為
秀
﹂
と
記
載
が
あ
る
︒
為
秀
は
大
病
し
て
い
た
時
期
が
あ
り
︑
官
位
が
明
確
で
な
く
︑
非
常
に
時
期
を
特
定
し
に
く
い
︒﹃
公
2
補
任
﹄
に
よ
れ
ば
︑
慶
永
三
年
九
月
に
は
﹁
左
少
将
﹂
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
︒
し
か
し
︑
井
上
氏
に
よ
れ
ば
︑﹃
石
清
水
臨
時
祭
之
記
﹄
に
﹁
暦
応
二
年
十
二
月
賀
茂
臨
時
祭
︒
使
家
藤
朝
臣
︒
舞
人
冷
泉
少
将
為
秀
﹂
と
あ
り
︑
暦
応
二
︵
一
三
三
九
︶
年
か
ら
す
で
に
﹁
左
少
将
﹂
で
あ
っ
た
可
能
性
を
指
摘
し
て
い
る
︒﹃
公
2
補
任
﹄
に
よ
れ
ば
︑﹁
右
近
権
中
将
﹂
で
あ
っ
た
の
は
︑
貞
和
三
︵
一
三
四
七
︶
年
～
延
文
元
︵
一
三
五
六
︶
年
で
あ
る
︒
専
修
大
本
が
﹁
左
少
将
﹂
時
代
に
書
写
さ
れ
た
も
の
と
仮
定
し
︑
①
②
の
筆
跡
と
専
修
大
本
と
を
比
較
し
て
み
る
と
︑
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
よ
り
②
の
筆
跡
に
近
く
︑﹁
右
近
権
中
将
﹂
に
叙
さ
れ
る
貞
和
三
年
近
く
に
書
き
写
さ
れ
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
︒
そ
こ
で
本
稿
で
は
︑
専
修
大
本
は
暦
応
二
年
～
貞
和
三
年
ま
で
の
間
に
書
写
さ
れ
た
も
の
と
規
定
し
て
お
く
︒
定
家
の
所
持
本
を
嘉
禎
二
年
に
為
経
が
書
写
し
︑
暦
応
二
年
～
貞
和
三
年
ま
で
の
間
に
為
秀
が
そ
れ
を
借
り
受
け
た
と
す
れ
ば
︑
そ
の
間
︑
為
相
︻
一
二
六
三
生
～
一
三
二
八
没
︼
が
為
経
書
写
本
を
所
持
し
て
い
た
可
能
性
は
高
い
︒
そ
し
て
︑
正
徹
が
為
相
の
所
持
し
て
い
た
専
修
大
本
を
校
合
本
文
の
一
つ
と
し
て
披
見
し
た
と
も
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
︒
今
川
了
俊
著
﹃
落
書
露
顕(
)
﹄
に
よ
れ
ば
︑
45
一
︑
愚
老
が
冷
泉
家
の
門
弟
に
お
も
ひ
定
し
事
は
︑
為
秀
卿
の
歌
に
秋
雨
と
云
題
に
て
︑
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な
さ
け
あ
る
友
こ
そ
か
た
き
世
な
り
け
れ
ひ
と
り
雨
聞
秋
の
夜
す
が
ら
此
歌
︑
如
何
侍
し
に
や
︑
心
に
し
み
て
侍
し
か
ば
︑
門
弟
に
成
侍
し
な
り
︒
と
あ
り
︑
了
俊
が
為
秀
の
和
歌
の
門
弟
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
︒
さ
ら
に
︑
正
徹
著
﹃
正
徹
物
語(
)
﹄
に
よ
れ
ば
︑
46
一
︑
為
秀
の
︑
哀
し
る
友
こ
そ
か
た
き
世
な
り
け
れ
ひ
と
り
雨
き
く
秋
の
夜
す
が
ら
の
哥
を
き
ゝ
て
︑
了
俊
は
為
秀
の
弟
子
に
な
ら
れ
た
る
也
︒
と
あ
り
︑
正
徹
は
了
俊
が
為
秀
の
門
弟
に
な
っ
た
理
由
に
つ
い
て
同
様
に
指
摘
し
て
い
る
︒
了
俊
は
正
徹
の
和
歌
の
師
匠
で
あ
る
︒
さ
ら
に
正
徹
は
︑
為
秀
の
子
︑
為
尹
に
も
和
歌
を
学
ん
で
い
る
︒
こ
の
こ
と
か
ら
︑
為
秀
か
ら
了
俊
︑
そ
し
て
正
徹
へ
と
い
う
一
連
の
結
び
つ
き
が
明
ら
か
と
な
る
︒
つ
ま
り
︑
正
徹
が
専
修
大
本
を
披
見
す
る
機
会
は
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
が
推
測
で
き
る
の
で
あ
る
︒
以
上
︑
専
修
大
本
と
正
徹
本
と
を
比
較
し
︑
冷
泉
家
の
書
写
経
路
か
ら
検
証
し
て
み
た
︒
専
修
大
本
﹁
桐
壺
﹂
と
国
文
研
本
﹁
桐
壺
﹂
に
は
︑
本
文
形
態
に
お
い
て
︑
朱
合
点
の
一
致
や
独
自
の
共
通
異
文
が
み
ら
れ
︑
近
似
す
る
本
文
箇
所
の
指
摘
が
で
き
た
︒
さ
ら
に
系
図
を
ふ
ま
え
て
書
写
経
路
を
探
る
と
︑
定
家
の
所
持
本
︵
定
家
2
本
︶
を
為
経
が
書
写
し
︵
為
経
本
︶︑
そ
れ
を
為
秀
が
書
写
し
︵
専
修
大
本
︶︑
冷
泉
家
に
出
入
り
し
て
い
た
正
徹
が
披
見
・
校
合
し
て
い
た
︵
正
徹
本
︶︑
と
い
う
可
能
性
が
導
き
出
さ
れ
た
︒
こ
れ
は
︑
正
徹
本
が
い
わ
ゆ
る
青
表
紙
本
に
近
い
本
文
を
有
し
て
い
る
と
い
う
︑
本
稿
の
第
三
・
四
節
の
論
証
結
果
を
強
く
裏
付
け
る
も
の
で
あ
る
︒
六
お
わ
り
に
以
上
︑
正
徹
本
の
本
文
の
様
相
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
︑﹁
桐
壺
﹂﹁
花
散
里
﹂
を
中
心
に
諸
伝
本
と
比
較
検
討
を
行
い
︑﹃
大
成
﹄
の
掲
げ
る
い
わ
ゆ
る
青
表
紙
本
系
統
を
受
け
継
ぐ
本
文
で
あ
る
か
︑
否
か
を
論
証
し
︑
専
修
大
本
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
冷
泉
家
の
書
写
経
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路
に
及
ん
で
考
察
し
た
︒
国
文
研
本
・
慶
應
大
本
に
は
﹁
嘉
吉
三
年
﹂﹁
文
安
三
年
﹂
の
奥
書
が
あ
り
︑
京
都
女
子
大
本
に
は
﹁
長
禄
三
年
﹂
の
奥
書
が
あ
る
︒
奥
書
か
ら
見
れ
ば
︑
国
文
研
本
や
慶
應
大
本
は
京
都
女
子
大
本
な
ど
に
比
べ
て
︑
書
写
年
代
が
古
い
本
文
を
有
し
て
い
る
と
い
え
る
︒
実
際
に
本
文
を
検
証
し
て
み
る
と
︑﹁
桐
壺
﹂
三
種
は
国
文
研
本
↓
京
都
女
子
大
本
↓
慶
應
大
本
︑﹁
花
散
里
﹂
二
種
は
国
文
研
本
↓
慶
應
大
本
と
い
う
基
本
的
な
書
写
の
流
れ
が
想
定
で
き
る
の
で
あ
る
︒
国
文
研
本
﹁
桐
壺
﹂
は
﹃
大
成
﹄
の
古
い
青
表
紙
諸
本
に
近
い
本
文
を
有
し
︑
国
文
研
本
﹁
花
散
里
﹂
は
﹁
桐
壺
﹂
よ
り
少
し
時
代
の
下
っ
た
本
文
︑
肖
柏
本
・
三
条
西
家
本
に
近
接
し
た
本
文
を
有
し
て
い
る
︒
冷
泉
家
の
書
写
経
路
を
持
つ
専
修
大
本
と
正
徹
本
と
を
比
較
す
る
と
︑
本
文
形
態
に
お
い
て
朱
合
点
の
一
致
や
独
自
の
共
通
異
文
が
み
ら
れ
た
︒
こ
の
こ
と
か
ら
︑
定
家
の
所
持
本
を
為
経
が
書
写
し
︵
為
経
本
︶︑
為
経
本
を
為
秀
が
書
写
し
︵
専
修
大
本
︶︑
専
修
大
本
を
正
徹
が
披
見
・
校
合
し
て
い
た
︵
正
徹
本
︶︑
と
い
う
可
能
性
が
導
き
出
さ
れ
る
の
で
あ
る
︒
専
修
大
本
は
い
わ
ゆ
る
青
表
紙
本
に
近
い
本
文
を
有
し
て
お
り
︑
そ
れ
と
特
徴
を
同
じ
く
す
る
正
徹
本
も
い
わ
ゆ
る
青
表
紙
本
に
近
似
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
︑﹁
桐
壺
﹂﹁
花
散
里
﹂
の
本
文
比
較
を
裏
付
け
る
も
の
と
な
っ
た
︒
専
修
大
本
も
含
め
た
い
わ
ゆ
る
青
表
紙
本
系
統
の
本
文
の
披
見
・
認
識
が
正
徹
に
は
あ
り
︑
そ
れ
が
正
徹
本
本
文
に
色
濃
く
反
映
さ
れ
て
い
る
と
い
え
る
の
で
あ
る
︒
︽
注
︾
︵
︶
野
村
八
良
氏
﹃
国
文
学
研
究
史
﹄︵
原
広
書
店
︑
一
九
二
六
︶︑
兒
山
敬
一
氏
﹃
正
徹
論
﹄︵
三
省
堂
︑
一
九
四
二
︶
︑
吉
澤
義
則
氏
1
﹃
源
氏
随
攷
﹄︵
晃
文
社
︑
一
九
四
二
︶︑﹃
国
史
大
辞
典
﹄
七
巻
︵
吉
川
弘
文
館
︑
一
九
九
七
︶︑﹃
日
本
国
語
大
辞
典
﹄
第
二
版
第
七
巻
︵
小
学
館
︑
二
〇
〇
一
︶︒
︵
︶
野
村
八
良
氏
﹃
国
文
学
研
究
史
﹄︵
原
広
書
店
︑
一
九
二
六
︶︑
池
田
亀
鑑
氏
編
﹃
源
氏
物
語
事
典
﹄
︵
東
京
堂
出
版
︑
一
九
六
2
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〇
︶︑
池
田
亀
鑑
氏
編
﹃
源
氏
物
語
大
成
﹄
巻
七
︵
中
央
公
論
社
︑
一
九
七
八
︶︒
︵
︶
拙
稿
﹁
正
徹
本
の
所
在
﹂︵
科
学
研
究
費
補
助
金
基
盤
研
究
︵
Ａ
︶︿
課
題
番
号
二
二
二
四
二
〇
一
〇
﹀
二
〇
一
一
年
度
研
究
成
果
3
報
告
書
︑
国
文
学
研
究
資
料
館
・
今
西
祐
一
郎
氏
編
﹁
日
本
古
典
籍
に
お
け
る
︻
表
記
情
報
学
︼
の
基
盤
構
築
に
関
す
る
研
究
﹂
第
Ｉ
号
︑
二
〇
一
二
・
三
︶︒
︵
︶
京
都
女
子
大
本
︵
請
求
記
号
：
吉
澤
文
庫
／
Ｙ
Ｋ
／
九
一
三
・
三
六
／
Ｍ
︶
に
収
め
ら
れ
て
い
た
正
徹
の
書
状
で
あ
る
︒
国
文
学
4
研
究
資
料
館
所
蔵
の
マ
イ
ク
ロ
︵
請
求
記
号
：
二
四
二
／
七
二
／
七
︶
の
も
の
を
活
用
し
た
︒
︵
︶
小
川
寿
一
氏
﹁
源
氏
物
語
研
究
史
断
片
︱
僧
正
徹
と
源
氏
物
語
︱
﹂︵﹃
歴
史
と
国
文
学
﹄
二
十
八
号
︑
一
九
三
〇
・
九
︶︑
稲
田
5
利
徳
氏
﹃
正
徹
の
研
究
﹄︵
笠
間
書
院
︑
一
九
七
八
︶︒
︵
︶
加
藤
洋
介
氏
﹁
室
町
期
の
源
氏
物
語
本
文
︱
三
条
西
家
本
と
正
徹
本
と
﹂︵﹃
国
文
学
﹄
四
六
巻
一
四
号
︑
二
〇
〇
一
・
一
二
︶
︑
6
久
保
木
秀
夫
氏
﹁
冷
泉
為
相
本
︑
嘉
吉
文
安
年
間
に
お
け
る
出
現
︱
伝
一
条
兼
良
筆
桐
壺
断
簡
︑
及
び
正
徹
本
の
検
討
か
ら
︱
﹂
︵﹃
源
氏
物
語
の
始
発
︱
桐
壺
巻
論
集
﹄
竹
林
舎
︑
二
〇
〇
六
︶︒
︵
︶
国
文
研
本
の
奥
書
・
本
文
は
︑﹁
人
間
文
化
研
究
機
構
・
国
文
学
研
究
資
料
館
所
蔵
﹂︵
請
求
記
号
：
サ
四
／
七
五
／
一
一
︶
の
も
7
の
を
活
用
︑
自
ら
翻
刻
し
た
も
の
で
あ
る
︒
以
下
︑
同
じ
︒
︵
︶
伊
藤
鉃
也
氏
﹁
新
収
資
料
紹
介
四
九
源
氏
物
語
江
戸
初
期
写
五
十
四
帖
﹂︵﹃
国
文
学
研
究
資
料
館
報
﹄
第
五
九
号
︑
二
〇
〇
8
二
・
九
︶︑
伊
藤
鉃
也
氏
﹁
展
示
資
料
検
討
報
告
九
源
氏
物
語
︵
正
徹
本
奥
書
転
写
本
︶﹂︵
平
成
二
一
年
度
研
究
成
果
報
告
﹁
物
語
の
生
成
と
受
容
⑤
﹂
国
文
学
研
究
資
料
館
︑
二
〇
一
〇
・
二
︶︒
︵
︶﹃
公
2
補
任
﹄︵
新
訂
増
補
国
史
大
系
・
五
四
巻
第
二
篇
︑
吉
川
弘
文
館
︑
一
九
六
四
︶︒
9
︵
︶
京
都
女
子
大
本
︵
請
求
記
号
：
吉
澤
文
庫
／
Ｙ
Ｋ
／
九
一
三
・
三
六
／
Ｍ
︶
の
奥
書
・
本
文
は
︑
国
文
学
研
究
資
料
館
所
蔵
の
マ
10
専修国文 第92号 62
イ
ク
ロ
︵
請
求
記
号
：
二
四
二
／
七
二
／
七
︶
の
も
の
を
活
用
︑
自
ら
翻
刻
し
た
も
の
で
あ
る
︒
以
下
︑
同
じ
︒
︵
︶
注
︵
︶
に
同
じ
︒
11
6
︵
︶
異
同
箇
所
は
︑
正
徹
本
三
種
︵
国
徹
・
京
徹
・
慶
徹
︶
の
主
に
校
訂
さ
れ
た
本
行
本
文
の
差
異
を
比
較
対
象
と
し
て
掲
げ
た
︒
12
﹁
ゐ
﹂﹁
ひ
﹂︑﹁
ん
﹂﹁
む
﹂︑﹁
を
﹂﹁
お
﹂︑﹁
た
ま
ふ
﹂﹁
給
﹂
な
ど
の
漢
字
・
仮
名
表
記
の
差
異
は
含
ま
な
い
も
の
と
す
る
︒
︵
︶
慶
應
大
本
の
本
文
は
︑﹁
慶
應
義
塾
図
書
館
所
蔵
﹂︵
請
求
記
号
：
一
三
二
Ｘ
／
一
五
八
／
一
︶
の
も
の
を
活
用
︑
自
ら
翻
刻
し
た
13
も
の
で
あ
る
︒
以
下
︑
同
じ
︒
︵
︶﹃
源
氏
物
語
大
成
﹄
巻
一
︵
中
央
公
論
社
︑
一
九
七
八
︶︒
14
︵
︶
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
﹃
青
表
紙
本
源
氏
物
語
桐
壺
﹄︵
新
典
社
︑
一
九
六
八
︶︒
15
︵
︶
国
徹
の
﹇
ウ
﹈
は
国
文
研
本
の
﹇
丁
数
・
表
裏
︵
オ
モ
テ
・
ウ
ラ
︶・
行
数
﹈
を
示
す
︒
大
成
・
青
表
紙
の
﹇
⑥
﹈
は
16
1
3
5
﹃
源
氏
物
語
大
成
﹄
の
﹇
頁
数
・
行
数
﹈
を
示
す
︒
以
下
︑
同
じ
︒
︵
︶﹃
古
語
大
辞
典
﹄
コ
ン
パ
ク
ト
版
︵
小
学
館
︑
一
九
九
四
︶︒
以
下
︑
同
じ
︒
17
︵
︶
阿
部
秋
生
氏
﹃
源
氏
物
語
の
本
文
﹄︵
岩
波
書
店
︑
一
九
八
六
︶︒
18
︵
︶
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
﹃
源
氏
物
語
①
﹄︵
小
学
館
︑
一
九
九
四
︶︒
以
下
︑
同
じ
︒
19
︵
︶﹃
伏
見
天
皇
本
影
印
源
氏
物
語
一
﹄
古
典
文
庫
・
第
五
三
〇
冊
︵
古
典
文
庫
︑
一
九
九
一
︶︒
20
︵
︶
東
海
大
学
蔵
桃
園
文
庫
影
印
叢
書
﹃
源
氏
物
語
明
融
本
Ｉ
﹄
第
一
巻
︵
東
海
大
学
出
版
会
︑
一
九
九
〇
︶︒
21
︵
︶﹃
尾
州
家
河
内
本
源
氏
物
語
﹄︵
貴
重
本
刊
行
会
︑
一
九
七
七
︶︑﹃
陽
明
叢
書
国
書
篇
源
氏
物
語
﹄︵
思
文
閣
書
店
︑
一
九
七
22
九
︶︒
︵
︶
吉
澤
義
則
氏
﹃
源
氏
随
攷
﹄︵
晃
文
社
︑
一
九
四
二
︶︒
23
63 『源氏物語』正徹本の本文系統 一
︵︶﹃
御
物
各
筆
源
氏
﹄︵
貴
重
本
刊
行
会
︑
一
九
八
六
︶︒
24
︵
︶
前
田
家
本
﹃
源
氏
釈
﹄︵﹃
源
氏
物
語
大
成
﹄
第
七
︑
中
央
公
論
社
︑
一
九
七
八
︶︒
25
︵
︶
注
︵
︶
に
同
じ
︒
26
18
︵
︶﹃
日
本
古
典
文
学
影
印
叢
刊
三
源
氏
物
語
﹄︵
貴
重
本
刊
行
会
︑
一
九
七
九
︶︒
27
︵
︶﹃
高
松
宮
御
蔵
河
内
本
源
氏
物
語
﹄
第
一
冊
︵
臨
川
書
店
︑
一
九
七
三
︶︒
28
︵
︶
異
同
箇
所
は
︑
正
徹
本
二
種
︵
国
徹
・
慶
徹
︶
の
主
に
校
訂
さ
れ
た
本
行
本
文
の
差
異
を
比
較
対
象
と
し
て
掲
げ
た
︒﹁
ゐ
﹂
29
﹁
ひ
﹂︑﹁
ん
﹂﹁
む
﹂︑﹁
を
﹂﹁
お
﹂︑﹁
た
ま
ふ
﹂﹁
給
﹂
な
ど
の
漢
字
・
仮
名
表
記
の
差
異
は
含
ま
な
い
も
の
と
す
る
︒
︵
︶
斎
藤
達
哉
氏
﹁
仮
名
写
本
に
お
け
る
﹁
改
行
﹂
と
﹁
文
字
使
用
﹂
︱
正
徹
奥
書
本
源
氏
物
語
の
事
例
か
ら
︱
﹂︵﹁
専
修
大
学
人
文
30
科
学
研
究
所
月
報
﹂
京
都
総
合
研
究
特
集
号
・
二
五
三
号
︑
二
〇
一
一
・
九
︶︒
︵
︶
国
文
研
本
の
本
文
は
︑﹁
人
間
文
化
研
究
機
構
・
国
文
学
研
究
資
料
館
所
蔵
﹂
の
も
の
を
活
用
︑
自
ら
翻
刻
し
た
も
の
で
あ
る
︒
31
慶
應
大
本
の
本
文
は
︑﹁
慶
應
義
塾
図
書
館
所
蔵
﹂
の
も
の
を
活
用
︑
自
ら
翻
刻
し
た
も
の
で
あ
る
︒
以
下
︑
同
じ
︒
︵
︶
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
﹃
青
表
紙
本
源
氏
物
語
花
散
里
﹄︵
新
典
社
︑
一
九
六
九
︶︒﹃
源
氏
物
語
別
本
集
成
続
﹄
第
三
巻
︵
お
う
32
ふ
う
︑
二
〇
〇
六
︶︒
︵
︶
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
﹃
源
氏
物
語
②
﹄︵
小
学
館
︑
一
九
九
五
︶︒
以
下
︑
同
じ
︒
33
︵
︶
中
田
武
司
氏
﹁
為
経
奥
書
本
源
氏
物
語
﹁
桐
壺
巻
﹂
に
就
い
て
の
考
察
﹂︵
﹃
専
修
国
文
﹄
第
五
七
号
︑
一
九
九
五
・
八
︶
︑
斎
34
藤
達
哉
氏
﹁
文
字
使
用
か
ら
見
た
専
修
大
学
本
源
氏
物
語
﹁
桐
壺
﹂︵
附
翻
字
︶﹂︵﹃
専
修
国
文
﹄
第
八
九
号
︑
二
〇
一
一
・
九
︶
︒
中
田
氏
は
︑﹃
源
氏
物
語
大
成
﹄
の
池
田
本
と
比
較
し
︑
異
同
箇
所
四
四
カ
所
を
抽
出
︑
青
表
紙
本
系
統
の
伝
本
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
︒
斎
藤
氏
は
文
字
資
料
の
面
か
ら
検
討
を
加
え
︑
漢
字
含
有
率
の
比
較
的
低
い
写
本
で
あ
る
と
結
論
づ
け
て
い
る
︒
専修国文 第92号 64
︵︶
中
田
氏
は
︑
専
修
大
本
の
朱
合
点
箇
所
と
﹃
奥
入
﹄
の
合
点
箇
所
の
一
致
を
指
摘
す
る
︒
35
︵
︶
専
修
大
本
の
奥
書
・
本
文
は
︑﹁
専
修
大
学
図
書
館
所
蔵
﹂︵
Ａ
／
九
一
三
・
三
／
Ｍ
Ｕ
五
六
︶
の
も
の
を
活
用
︑
自
ら
翻
刻
し
36
た
も
の
で
あ
る
︒
以
下
︑
同
じ
︒
︵
︶﹃
職
原
抄
﹄︵
新
編
荷
田
春
満
全
集
・
第
八
巻
︑
お
う
ふ
う
︑
二
〇
〇
八
︶︒
37
︵
︶﹃
尊
卑
分
脉
﹄︵
新
訂
増
補
国
史
大
系
・
五
九
巻
第
二
篇
︑
吉
川
弘
文
館
︑
一
九
五
九
︶︒
38
︵
︶﹃
朝
日
日
本
歴
史
人
物
事
典
﹄︵
朝
日
新
聞
社
︑
一
九
九
四
︶︒
39
︵
︶﹃
日
本
史
総
合
年
表
﹄︵
吉
川
弘
文
館
︑
二
〇
〇
一
︶︒﹃
新
編
国
歌
大
観
﹄
で
は
﹁
院
御
歌
合
﹂
と
称
さ
れ
る
︒
40
︵
︶﹃
吉
田
中
納
言
為
経
2
記
﹄︵
続
群
書
類
従
・
第
五
記
録
部
︑
続
群
書
類
従
完
成
会
︑
一
九
六
九
︶︒
41
︵
︶
注
︵
︶
に
同
じ
︒
42
34
︵
︶
井
上
宗
雄
氏
﹃
中
世
歌
壇
史
の
研
究
南
北
朝
期
﹄︵
明
治
書
院
︑
一
九
八
七
︶︒
43
︵
︶
佐
佐
木
忠
慧
氏
﹁
河
野
信
一
記
念
文
化
館
蔵
為
秀
筆
﹁
和
歌
一
躰
﹂﹂︵
宮
城
学
院
女
子
大
学
研
究
論
集
・
第
三
七
集
︑
一
九
七
44
一
・
三
︶︑﹁﹁
詠
歌
一
体
﹂
解
題
﹂︵﹃
続
後
撰
和
歌
集
為
家
歌
学
﹄
冷
泉
時
雨
亭
叢
書
第
六
巻
︑
冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
編
︑
一
九
九
四
︶︒
︵
︶
高
梨
素
子
氏
校
注
﹃
歌
論
歌
学
集
成
﹄
第
十
一
巻
︵
三
弥
井
書
店
︑
二
〇
〇
一
︶︒
45
︵
︶
稲
田
利
徳
氏
校
注
﹃
歌
論
歌
学
集
成
﹄
第
十
一
巻
︵
三
弥
井
書
店
︑
二
〇
〇
一
︶︒
46
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